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和田上古墳墳丘上の石碑

昭和 8年刊行の『南佐久郡の考古学的調査』で

南佐久那縄文時代大遺跡の双璧と八幡一郎氏

により紹介されているように、和田上遺跡は

古くから知られていた。さらに、遡って明治

29年 8月 には、帝国大学理科大学教授坪井正

五郎氏が和田上遺跡の調査に訪れている。氏と地元関係者が煙滅 し易い遺跡の保護・保存・研究の進展を

願った巨大な碑が、調査地点に隣接する和田上古墳墳丘上に建立されている。

(和田上遺跡ⅡA地区
H2号住居址出土 )

石錐
(和田上遺跡ⅡB地区
Cト レンチ出土 )

前方中央の台地上が和田上遺跡ⅡB地区、左側の台地に勝負沢遺跡・寄山遺跡が

存在した。豊かな湖の幸を授かった旧志賀湖畔の原始・古代の集落址である。

土錘
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和田上遺跡 I B地 区D41号土坑

長軸長245mの長方形をした石棺墓である。小口側に熔結凝灰岩の平

石を立積みしている。小諸市岩下遺跡・石神遺跡に類例がある。

和田上遺跡Ⅱ B地区Ml号溝状遺構

検出された長さ228mの 弥生時代中期栗林式期の環濠である。

佐久地区では、平賀後家山遺跡についで 2例 目である。

1:1

管玉 (碧玉 )
(和田上遺跡 IB地区H4)

鉢 (弥生時代栗林式 )
(和田上遺跡ⅡB地区Ml号 )

1:4

小型甕
(弥生時代栗林式 )
(和田上遺跡Ⅱ
A地区Hl)

甕 (弥生時代栗林式 )
(和田上遺跡ⅡB地区H2)

甕 (弥生時代栗林式 )
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1.本書は、中部電力株式会社が行う佐久 リサーチパーク供給線新設工事に伴う馬瀬口遺跡群馬瀬口遺跡
Ⅱ及び高師町遺跡群和田上遺跡Ⅱの発掘調査報告書である。

2.事業主体者 長野市柳町18  中部電力株式会社
3,調査主体者 佐久市中込3056 佐久市教育委員会 教育長 土屋盛夫
4.遺跡名及び所在地 馬瀬回遺跡Ⅱ(SNKⅡ )佐久市瀬戸86-1外

和田上遺跡Ⅱ(WDⅡ )佐 久市瀬戸 2-2、 30-1外
5。 調査期間及び面積 馬瀬口遺跡Ⅱ

発掘調査 平成23年 4月 4日 ～平成23年 6月 8日
整理調査 平成23年 4月 26日 ～平成23年 10月 18日

平成24年 4月 10日 ～平成25年 3月 報告書刊行
開発面積 727ポ  調査面積 43.2∬
和田上遺跡Ⅱ

発掘調査 平成23年 4月 4日 ～平成23年 6月 8日
整理調査 平成23年 4月 26日 ～平成23年 10月 18日

平成24年 6月 29日 ～平成25年 3月 報告書刊行
開発面積 681だ   調査面積 350,25∬

6.発掘調査の担当
林幸彦・佐々木宗昭

7.石質の鑑定は、羽毛田卓也が担当した。
8,出土遺物自然科学分析は、パ リノ・サーヴェイ株式会社に委託した。
9.本書及び関係資料等は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

1.遺構の略記号は、竪穴住居址一H 土坑―D 溝状遺構一M ピットーPである。
2.挿図の縮尺は、遺構 1/80・遺物 1/4が基本である。挿図毎にスケールを示した。
3.遺構の海抜標高は各遺構毎に統一し、水糸標高を標高として記した。
4.土層の色調は1988年版「新版 標準土色帖」に基づいた。
5.遺物挿図番号と遺物写真番号及び遺物観察表番号は一致する。
6。 調査区は公共座標の区割りにしたがい、間隔は4m× 4mに設定した。
7.遺構名は変更等により欠番が生じている。
8.挿図中のスクリーントーンは、以下のことを示す。

例

例凡

K////W ilII | || |‐ ‐ ‐
地山断面 床下の埋土

自然面(石器)
粘土
磨面(石器)

焼上    黒色処理(土器) 赤色塗彩   須恵器断面
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第 I章 発掘調査の経緯
第 1節 調査の経緯
1.調査に至る経緯
今回、中部電力株式会社により佐久 リサーチパーク供給線新

設工事が計画された。佐久市横和宮の上遺跡群・西妻神遺跡か

ら瀬戸馬瀬回遺跡群・高師町遺跡群までの総延長約 3 kmの範囲

である。宮の上遺跡群と西妻神遺跡内は市街地現道路敷きのこ

と、範囲が0.8mと極狭であり工事中立ち会うこととした。馬

瀬口遺跡群と和田上遺跡群は、遺跡の状況把握のため平成22年

H月 26日 ～12月 7日試掘調査を実施した。両遺跡から遺構が検

出され、遺物が出上した。保護協議の結果、平成23年度に記録

保存の発掘調査を実施することになった。

2.調査体制
平成23年度

調査主体者

事 務 局

平成24年度

調査主体者

事 務 局

会

長

長

員

係

佐

社

文

文

文

佐

社

文

文

文

調

調

教育長 土屋 盛夫    第1図 禾旧上遺跡Ⅱ
・馬瀬口遺跡Ⅱ位置図 (1:50,00ω

伊藤 明弘       社 会 荻 育 部 次 長 藤巻  浩
吉澤 隆         文 化 財 係 長 三石 宗一
林 幸彦 須藤 隆司 小林 員寿 羽毛田卓也
並木 節子 冨沢 ―明 上原 学 神津 ―明 (10月 ～)
井出 泰章 (～ 9月 )出 澤 力 (～ 6月 )久 保 浩一郎

会 教育長 土屋 盛夫
長 伊藤 明弘        文 化 財 課 長 吉澤 隆
長 三石 宗一
員 須藤 隆司 打ヽ林 貫寿 羽毛田卓也 冨沢 ―明 上原 学
係 並木 節子 神津 ―明 久保 浩一郎  林 幸彦 (嘱託)
者 林 幸彦 佐々木宗昭    調査副主任 堺 益子
員 赤羽根充江 浅沼勝男 磯貝律子 市川光吉 飯森成英 岩崎重子
岩松茂年 臼田絢佳 臼田 猛 柏木義雄 加藤ひろ美 狩野小百合
神津和子 神津千春 小林節子 小林千勝 坂井一夫 澤井知春
清水律子 副島充子 田中ひさ子 土屋邦子 中山清美 花里佐恵子
林まゆみ 羽毛田利明 平林麻朗 広瀬梨恵子 堀籠保子 依田三男
柳沢孝子 横尾敏雄 渡辺広野

調査体制

3.調査の経緯
平成23年  4月 4日 ～ 6月 3日  馬瀬回遺跡Ⅱ・和田上遺跡Ⅱ表土除去。遺構確認・遺構記録。

4月 4日 ～ 7日  近隣挨拶、器材搬入、調査区設定。 4月 19日和田上遺跡ⅡB地区重機で
表土除去。 4月 20日 浪I量杭打設。 4月 28日 和田上遺跡ⅡA地区埋め戻し。 6月 3日 ～ 6日和
田上遺跡ⅡB地区埋め戻し。 6月 6日 ～ 8日 器材撤収・整備。
4月 26日 ～10月 18日 現場と併行して遺物整理作業。

平成24年 ■月 2日 ～平成25年 3月 25日  実測・写真撮影。原稿の執筆、報告書の作成。
第 2節 調査の概要
1.遺跡の立地と環境
高師町遺跡群・馬瀬口遺跡群は、志賀川右岸浅間第一軽石流堆積地南端の台地上に立地し、標高は697

m内外を測る。高師町遺跡群和田上遺跡は古く知られていた。出土する縄文時代遺物の種類・数量の豊富
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さは、南佐久郡佐久穂町の佐久西小学校裏遺跡と共に「南佐久那大遺跡の双璧」と、昭和八年刊行の『南佐

久郡の考古学的調査』で八幡一郎により紹介されている。さらに遡って、日本人類学会を発足させた坪井

正五郎が明治29年 8月 に和田上遺跡の調査に訪れている。坪井正五郎と地元関係者が煙滅し易い遺跡の保

護・保存・研究の進展を願った巨大な石碑が、調査地点に隣接する和田上古墳墳丘上に建立されている。

和田上遺跡の東方眼下に展開する水田地帯は、かつて食料資源が豊富な湖であった。志賀湖である。戦国

期の佐久郡絵図に志賀川・香坂川・瀬早川・霞川の下流に志賀湖が明瞭にえがかれている。周辺には、こ

の志賀湖を生活のよりどころの一端とした縄文・弥生 。古墳 。奈良 。平安・中世の遺跡が数多く知られて

いる。湖の南縁台地上現在の佐久 リサーパークに存在した寄山遺跡や勝負沢遺跡では、縄文時代前期 。中

期の竪京住居址100軒等が調査された。台地北端には、湖に臨む寄山古墳も築かれていた。この調査では、

15,800年前に大規模な火砕流 (浅間火山第一軽石流)が志賀湖を乗り越えたことが検証された。旧石器時代

の植生が窺えるマツ科針葉樹の埋没樹の自然科学分析の結果である。今回検出された火砕流にパックされ

た埋没樹の分析も同様な結果を示 している。湖北縁の台地上にある戸坂遺跡群の 4次にわたる発掘調査で

縄文時代中期・弥生時代後期・古墳時代後期 。平安時代の集落の一端が検出されている。第 2次 。第 4次

調査で弥生時代後期の環濠と推定されている大きな溝状遺構が発見され注目されている。さて、和田上遺

跡は前述のように明治時代以前から縄文時代中期中葉の深鉢・後期の浅鉢の完形品などの土器や石器が

様々な人々によって大量に採集されてきた。遺物の時代は、縄文時代、弥生時代、古墳時代、奈良時代、

平安時代、に及ぶ。本調査では、糸電文時代草創期の爪形文土器や早期の押形文土器も発見されている。発

掘調査は、昭和54年に和田上南遺跡 (和田上遺跡第 1次調査)で行われている。弥生時代中期栗林期が 4軒、

平安時代が 4軒検出された。平安時代の住居址から土錘が出土している。今回の調査でも土錘と石錘が検

出され、志賀湖畔集落の漁猟が積極的に推測できる。馬瀬口遺跡の第 1次調査で古墳時代住居址 4軒、平

安時代住居址 4軒等が発見された。南方の台地下志賀川第 1段丘上の和田遺跡から、縄文時代後期堀之内

式期の敷石住居址 1軒が調査されている。豊かな湖の幸をもたらした志賀湖は、戦国末期にその姿を変え

る。佐久郡を領地とした小諸城主仙石氏が文禄年間に志賀湖を千拓し、志賀湖を耕地化した。今回の調査

地点である電力送電塔の東南眼下の川を堰き止める堤状の潜り岩の開撃である。現在、広大な家畜改良セ

ンター長野牧場が展開している高師町遺跡群と馬瀬口遺跡群一帯の水利に乏しい火砕流堆積地の新田開発

に挑んだ人々の歴史もある。まぼろしの村杉山新田開発である。常木用水や湯川からの用水確保は困難で、

牧場用地内北東にある八幡宮や稲荷社付近にあった松ヶ池などの溜池が頼りであったようである。延宝 7

年 (1679年 )立村 した杉山新田村は、寛延元年 (1747年 )70年間で消滅したという。和田上遺跡の調査地点は、

杉山新田村の南東村境にあたる。

2.基本層序
浅間火山軽石流堆積層が南方に漸次標高を下げているが、和田上遺跡一帯は逆に小高くなる。このため、

南に下がる低地が両遺跡間から北東に延び、和田上遺跡の北側に展開する。両遺跡とも浅問火山軽石流堆

積層の上面で、遺構確認された。馬瀬口遺跡では、Ⅱ層中に部分的に砂層が見られた。

3.検出遺構と遺物の概要
和田上遺跡 IA地区 竪穴住居址 6軒 (弥生時代中期、平安時代 )、 土坑 2基。遺物 縄文中期後半 。後
期前半土器、弥生中期土器、土師器、須恵器、土製品 (土錘)、 磨製石

和田上遺跡 IB地区 竪穴住居址 7軒 (縄文時代後期、弥生時代中期、平安時代 )、 土坑45基、溝状遺構
4条、ピット36基。遺物 縄文中期後半・後期前半土器、弥生中期土器、土師器、須恵器、土製品 (土錘)、
磨製石

馬瀬口遺跡 I 竪穴住居址 1軒 (平安時代 )、 溝状遺構 4条、ピット2基。遺物 土師器、須恵器、

第 I章 遺構と遺物
第 1節 和田上遺跡 ⅡA地区の遺構と遺物
1.竪穴住居址
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(1)Hl号住居址
Ⅱ区西端にあり、大半は南側の調査区城外と

である。遺物は弥生土器の壺 。甕が出土 した。

Hl号住居址

696 4m
(1:80)     2m

なる。P2は棟持柱、Plは主柱穴である。床は堅く平坦
本址は弥生時代中期栗林式期に位置づけられる。

巳 3  二'  皇   ⊆

蒻 ♭ O   i:亀糾  2m
1層 黒褐色土 (10YR2/3)黄 褐色上のブロック多量。

2層 黒褐色土 (loYR2/3)しまりない。

3層 黒褐色土 (10YR2/3)黄褐色上のブロック多量。

4層 暗褐色土 (10YR3/4)黄 褐色上の粒子多量。床。

5層 褐色土 (loYR4/4)黄 褐色上のブロック多量。掘方埋土。

ノ

５
螂

移

７

～

６
0       (1:4)      10cm

山　防
鰐
Ｑ

1層

媚
　
娼
　
　
娼
　
　
鵡

I CD

黒褐色土 (10YR2/2)

黒褐色上のブロック少量。

暗褐色土 (10YR3/3)

黄褐色土の小プロック少量。

暗褐色土 (10YR3/4)

黄褐色上の小ブロック多量。

暗褐色土 (10YR3/3)

暗赤灰色上の粘土ブロック多量。

褐色土 (10YR4/6)

娼
媚
　
媚
媚
醍
蠣
瞬
醍
醍
醒

696 5m
O      (1:80)     2m

暗褐色土 (10YR3/3)に ぶい橙色上の小ブロック多量。

暗褐色土 (10YR3/3)Л 音赤灰色上の粘土ブロック多量。

粘土小プロックと灰を含む。

にぶい黄橙色土 (10YR73)灰。

赤褐色土 (2 5YR4/6)焼 土 (10層 の焼けたもの)。

1音赤褐色土 (5YR3/2)

極暗褐色土 (7 5YR2/3)粘 土。

黒褐色土 (7 5YR3/2)

黒褐色土 (10YR2/2)粘 質土。(暗赤灰色上の粘土プロック含む )。

暗褐色土 (10YR3/4)掘 方埋土。にぶい橙色上の小ブロック多量。

黒褐色土 (10YR2/2)炭・灰含む。

IЩ

696 1m
O       (1:40)      lm

A地区 Hl号住居址・H2号住居llL(1)

◎
 員 1咀

調査区域外

第 3図 和田上遺跡 E
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H2号住居址(2)

づ双戻∃日死×重/ヽ〔型プ ■―旨 :
i

知ヽ ＼  2
H3号住居址

1層 暗褐色土(10YR3/3)黒色(10YR2/1)の ブロック多量。明褐色土(7 5YR5/8)の プロック少量。
2層 暗褐色土(7 5VR3/3)褐 色土(7 5YR4/3)の ブロック多量。黒褐色土(7 5YR2/2)の プロック少量。
3層 黒色土(10YR2/1)炭少量。粘質あり。
4層 褐色土(7 5YR4/4)
5層 褐色土(7 5YR4/3)し まりない。
6層 イこぶい褐色土(7 5YR5/4)しまりない。
7層 褐色土(10YR4/6)
8層 暗褐色土(10YR3/4)

6967m
O    (1180)    2m

０
９

6 (1:6)   15cal

l-3・ 5・ 10 (1:4)   10cm

7・ 8(1:3) 7 5cm
0    4・ 9(112)    5cm

6_聰 io Ю亭
① 251イ里望二叫

彰

⇔ 7

M
第 4図 和国上遺跡Ⅱ A地区 H2号住居址 (2)・ H3号住居址

。鑑
鈴_物

〃/ノ
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H4号住居址

黒色土(10YR2/1)
黒掲色土(10YR2/2)暗褐色土(10VR3/3)の ブロック含む。
暗褐色土(10YR3/3)黄褐色土(10YR5/6)の 小ブロック多量。

旦   ゴ

笏
6960m

m

|∞

1咀

C げ
一

69711n
m

層

層

層

層

層

層

層

層

褐色土(10YR4/4)にぶい褐色土(7 5YR5/4)の ブロック多量。
黒色土(10YR2/1)底 面に微量の焼土粒子。炭少量含む。
暗褐色土(10YR3/3)Pl内の推積土。
にぶい褐色土(7 5YR5/4)Pl内 の堆積土。
黒褐色土(10YR2/2)粘質有り。

璃鍵k _  ん

∞ π
・割
期‐３

日

‐―

‐―

円
μ
〃
，
‐４

‐
！

，

‐

輩
⇔    22

H5号住居址

1～ 20・ 22(1:4) locm
0      21(■ 3) 7 5cn

1層 暗褐色土(10YR3/3)堅くしまる。
2層 暗褐色土(10VR3/4)明 褐色土(7 5YR5/6)のブロック

多量。上面が床(軟弱 )。

掘方埋土。

と~「¬F¬F:!:彗ととと_____ョm

第 5図 和田上遺跡Ⅱ A地区 H4号住居址・H5号住居址

灘
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1層 黒褐色土(10YR3/2)にぶい褐色土(7 5YR5/4)・
黒褐色土(10YR2/2)の ブロック多量。人為的埋土。

堅くしまる。
2層 褐色土(7 5YR4/4)

牝
6971m

D2号土坑
調査区域外

I

勿
6966m

m

1層 暗褐色土(10YR3/3)

2層 褐色土(10YR4/4)
にぶい橙色土(7 5YR6/4)
の粒子多量。

＼コ M′

辮Щ輸熱訂
第6図 和田上遺跡ⅡA地区 H6号住居址

(2)H2号 住居址
Xい -8・ 9 Grに あり、 D2を 切 る。カマ ド付近が検出された。北壁中央のカマ ドは、粘土と黒褐色土
で構築 された一部の袖部 と火床が残 る。床は堅 く平坦である。遺物は、土師器 2～■の邦か碗、 13・ 14の

碗、19～ 22の甕、須恵器郭15～ 18、 甕23。 24、 25の 土錘が出土 した。 1は底部外周手持ちヘラケズ リ、 1
～ 8・ 10'11・ 13・ 14は内面黒色処理される。19は「コ」字口縁の武蔵甕、21・ 22は ロクロ甕である。 9に

は墨書が認められるが判読不能。本址はこれらの遺物より小林員寿の編年 (2005聖原)奈良・平安時代 V期

-9世紀前半に位置づけられる。
(3)H3号住居址
Xい -7・ 8 Grに あり、北壁・南壁部分は調査区域外。床は堅く平坦である。遺物は、土師器郭か碗の

1、 碗か皿の 2・ 3が出上した。 3は内面黒色処理される。他に本址に伴わない縄文時代草創期の爪形文

土器 4、 弥生時代中期の壷 5、 打製石斧 7・ 8等がある。本址はこれらの遺物より平安時代であるう。

(4)H4号住居址
Ⅸう-8、 Ⅸえ-7・ 8 Grに あり、H6を切る。地床炉が、住居址中央にある。この炉内部に 1の壼が

横倒 しで出土した。床は堅く平坦である。ピットは主柱穴と見られるPlが確認された。西壁下に壁高が
巡る。遺物は弥生土器の壷 1～ 10、 甕11～ 19、 鉢20、 22の砥石、本址に伴わない縄文時代早期の山形押形

文土器が出土した。本址は弥生時代中期栗林式期に位置づけられる。

1層 暗褐色土(7 5YR3/3)
しまりあり。

2層 暗褐色土(7 5YR3/3)

にぶい褐色土(7 5YR5/4)

と黒褐色土(10YR2/3)の

ブロック多量。

6965m
O    (1:60)  15m

Dl号土坑・D2号土坑

(5)H5号住居址
Ⅸう-10に ある。床面軟弱、壁の

角が検出されたのみで時期等詳細

は不明。

(6)H6号住居址
H4号に大半を破壊される。柱穴
Pl、 1～ 3の弥生時代中期壺が検
出された。弥生中期栗林式期。

2.土坑
2基検出された。詳細不明。

Dl号土坑

第 7図 和田上遺跡Ⅱ A地区
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第 2節 和 田上遺跡 ⅡB地区の遺構 と遺物
1.竪穴住居址
(1)Hl号住居址
Iく 。け -9。 10Grに ある。 D37、 D41、 P19を切る。 4個の炉縁石を持つ地床炉が住居址中央にあり、

炉の下に旧炉がある。ピットは12個検出、主柱穴 P3・ P4で柱痕が確認された。南壁のP7・ P8は出
入口施設か。床は堅く平坦。床下から南壁から西壁を巡る清と床が検出され、旧炉の存在から住居南と西

側が拡張されとみられる。遺物は弥生土器壷・甕・赤彩の鉢・台付甕、三枚貝、本址に伴わない縄文時代

中期後半～後期初頭 。堀之内 2式・賀曽利 Bl式の上器が出土。石鏃 。石錐・楔 ?・ 削器・磨製石斧・砥
石・敲石・磨石 。台石・二次加工のある剥片など、石器の時期は明確でない。本址は弥生時代中期栗林式

期に位置づけられる。本址西壁下の埋没木 (モ クレン属)放射性炭素測定年代は13,700± 40yrBP、 暦年較

正結果はcalBP16,913-calBP16,754(calBC14,964_calBC14,805)で あった。

功
7014m

J層 黒褐色土(10RY2/1)褐 色土(7 5YR4/4)の 粒子を含む。
2層 黒褐色土(10YR2/3)
3層 黒色土(10YR2/1)下が床。
4層 暗褐色土(10YR3/4)褐 色土(10YR4/4)のブロック多量。
5層 黒色土(10YR2/3)
6層 黒色土(10YR2/3)
7層 にぶい褐色土(7 5YR5/4)しまりない。
8層 黒色土(10YR2/1)柱痕。
9層 黒色土(10YR2/1)焼土粒子・炭化物小少量。

-1
フ

８盟
嗜

Ｃ
Ｐ３
の

晰
昴
）

Ｅ
一

m

10層 黒色土(10VR2/1)粘質土(下が床 )。
11層 褐色土(7 5YR4/3)焼 土粒子多量。
12層 黒色土(10YR2/1)粘質土(焼土粒子 )。
13層 暗掲色土(7 5YR3/4)にぶい褐色士のブロック多量。
14層 黒褐色上(7 5YR2/2)炭 化粒子多量。焼土粒子多量。粘質土。
15層 黒褐色土(7 5YR2/2)粘 質土。15層の下が旧Hlの床。
16層 黒褐色土(10YR2/2)掘 方埋土。
17層 F音褐色土(7 5YR3/3)褐 色のブロック多量。掘方埋土。
18層 黒褐色土(10VR2/3)に ぶい黄掲色上のブロック多量。掘方埋土。

岬プ

Cm

第 8図 和田上遺跡 I B地区 Hl号住居址 (1)
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第 9図 和田上遺跡Ⅱ B地区 Hl号住居址 (2)
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第 10図 和田上遺跡Ⅱ B地区 Hl号住居址 (3)

(2)H2号住居址
XⅢ い -5。 6 Grに あり、大半は南側調査区域外にある。 3個検出され、Plは主柱穴で柱痕が確認 さ
れた。P3は南に傾 く掘方である。床は堅く平坦。検出された東壁、北壁から西壁下には壁溝が認められた。
床に達する4層上部に炭が多量に見られた。11の甕が横位で床面から出上した。遺物は弥生土器 1～ 4の

壷、 5～ 9。 11・ 12の甕、13の赤彩の高邪、10の台付甕、石鏃・敲石・磨石・台石・編み物石、石皿等の

68

菊

― ■ ―



④

C

1層 黒褐色土(10YR2/2)しまりあり。
2層 褐色土(10YR4/4)しまりあり。
3層 黒褐色土(10YR2/3)し まりあり。
4層 日音褐色土(10YR3/4)し まりあり。
4層 上部に炭多量。

5層 黒褐色土(10YR2/3)しまりあり。
6層 黒褐色土(10YR2/2)柱痕。
7層 暗掲色土(10YR3/4)し まりあり。
8層 イこぶい黄褐色土(10YR4/3)
9層 黒色土(10YR2/1)床。堅くしまる。
10層 褐色土(10YR4/6)
11層 1こぶい黄褐色土(10YR5/4)

晴褐色土 (75YR3/3)オ ブヽロック多量。
12層 イこぶい褐色土(10YR5/4)

D       D'

瘍
7007m

O      (1:80)      2m

‐‐‐２蒻
げ
一

第■図 和田上遺跡 H B地区 H2号住居址

ヽ
ム
＼
＼

′サ猟/

《十∩6
-   14

こことと二)、 6(こここと労7  
亡`
＼ピジ,ゝ
///

18～ 20(1:6)15cm
l～ 13・ 15～ 17(1:4)10cm
0     14(1:1)2 5cm
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石器 (帰属時期不明)が ある。 1・ 2の壺、 7・ 11の甕

の国唇部に縄文LRが施文される。

本址は弥生時代中期栗林式期に位置づけられる。

(3)H3号住居th
Ⅲこ-2・ 3 Grに あり、M2に 切 られ、北西部分
は耕作等の撹乱で破壊されている。平らな鉄平石が 2

枚水平に置かれていたため、縄文時代敷石住居かと判

断したが積極的な確証はない。重複遺構のM2か らは、
縄文時代中期後半・後期堀之内 1・ 堀之内 2式上器が

多く出上している。

(4)H4号住居址
XⅢ い -2・ 3 Grに ありMlに切られ、大半は北東・南西側調査区域外にある。住居址ほぼ中央に地床
炉がある。 Plは主柱穴となろう。床は堅く平坦。炉の周囲に床に張り付く6層の粘質土が見られた。管
玉 (碧玉)55が床面から54が 20cm床上から出土した。

遺物は弥生土器内外面赤彩の鉢 1、 重 2～ 23、 甕24～ 36、 管玉54・ 55、 本址に伴わない縄文時代中期後

半・堀之内 1式 。賀曽利 Bl式・後期の土器が出土 した。帰属時期不明確の石器、磨石・敲石・石鏃・打

筑

B'

賜
7008m
(1:80)   2m

7003m
O     (1:80)   2m

第 12図 和田上遺跡 Ⅱ B地 区 H3号 住居址

7014m
O     (1180)   2m

全体層序のⅢ層 黒褐色土(7 5YR4/4)の 4‐
/子含む。
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調査区域外

羽 0滋ヽ

ヽ
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第 13図 和田上遺跡I B地区 H4号住居址 (1)
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第 14図 和田上遺跡 Ⅱ B地 区 H4号 住居址 (2)

製石斧がある。

壺口縁部は単純口縁 2・ 5受口口縁 9。 10が、日唇部施文には 2・ 8。 9の縄文LR 5のヘラ描刻目が

ある。7は回唇部に細い沈線と刻日、内面に櫛歯状工具の綾杉状の刺突が施される。頸部・胴部の施文には、

平行沈線間に縄文LRやヘラ描連続山形文が多い。さらに、刺突列14・ 15、 櫛歯状工具の刺突列14・ 16、
ヘラ描鋸歯文12、 U字状沈線区画内を櫛描条線で充填する13な どがある。 甕口縁部は単純口縁24'26～
30受口口縁25が、日唇部施文には24～ 27の縄文LRが ある。30に は、櫛歯状工具の押捺と刻目が施文され
る。本址は弥生時代中期栗林式期に位置づけられる。

(5)H5号住居址
Ⅳけ-4・ 5 Grにあり、 D22に切ら″とる。住居北側と南側の大半は、調査区域外にある。カマ ドは、東

CΞ いこ産

'37

輯鮎沈1
と 呼
′
ジ

覇 44

:=と と ケ
テ

タ

′

聟ぉ

∩
――‐
‐―‐
）
鶴

‰

◎

一

け 小

- 52

◆ 弘

霰 す
第 15図 和田上遺跡Ⅱ B地区 H5号 住居址 (1)
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〇
|

6991m
(1:80)

6992m

8'

6994m
O    (1180)  2m
|

l層 黒褐色土(10YR2/2)10～ 20cnl大の礫含む。

2層 黄褐色土(10YR5/6)堅く締まる。
3層 暗4EI色土(10YR3/4)黄褐色土(10YR5/6)ブ ロック多是。

4層 暗褐色土(10YR3/2)

5層 黒色土(10VR2/3)主体で、灰黄褐色t(10YR4/2)ブ ロック微量に含む。

第16図 和田上遺跡Ⅱ B地区 H5号住居址 (2)
壁中央に設置され、火床と熔結凝灰岩の袖部芯材一部が残存 していた。カマ ド火床の両脇から検出された

小ピットは、袖部芯材となる礫を埋め込んだものであろう。カマ ド西側床面に散在している熔結凝灰岩は、

構築材であろうか。ピットは 2個検出された。床は堅く平坦。床下掘方は浅く、みられないところもある。

遺物は、土師器、本址に伴わない縄文時代土器中期後半・称名寺式・堀之内 2式、弥生中期栗林土器が

出上した。土師器は碗 1～ 3、 都 5、 邦か碗 4・ 6。 7が ある。 2以外は内面黒色処理される。 1～ 3・
5は、底部回転糸切り。 5に は「丈」が墨書されている。 6も 墨書が窺えるが判読不能。

本址は、小林員寿の編年 (2005聖原)奈良・平安時代V期 -9世紀前半に位置づけられる。
(6)H6号住居址
XⅡ い-9・ 10Grに ありMlに切られ、D32・ P36を 切る。住居南側の大半は、調査区域外にある。北
壁・東壁下に壁高が巡る。床は堅く平坦、床下掘方は認められない。Plは敲き床の下から検出できた。

も
|

6層 灰黄褐色土(10VR4/2)主体届。

7層 褐色土(7 5YR4/3)し まりなし。

8層 暗褐色土(10YR3/4)

9層 暗褐色土(10YR3/3)床。堅くしまる。

10層 褐色土(7 5YR4/3)に ぶい褐色七(7 5YR5/4)のブロック多量。掘方埋土。

潔
ア
穐

7016m
O    (1:80)   2m

l層 黒褐色土(10YR2/1)暗褐色土(10YR3/3)の ブロック少量。

2層 黒褐色土(10YR3/2)イ こぶい黄褐色土(5/4)のブロック多量。

3層 褐色土(7 5YR4/3)黒 褐色土(10VR3/2)の 小ブロック少量。

4層 1こぶい掲色土(7 5YR5/4)

5層 イこぶい褐色土(7 5YR5/3)し まりある。

0      (1:4)     10CШ

B地区 H6号 住居址 (1)

蒻

第 17図 和田上遺跡Ⅱ
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第 18図 和田上遺跡Ⅱ B地区 H6号住居址 (2)

遺物は弥生土器壺 1～ 4、 本址に伴わない縄文時代後期前半・称名寺・堀之内 2式・加曽利 Bl式・後期
の土器、帰属時期不明確の石鏃・敲石が出土 した。壺は 3点 とも単純口縁。 1,3の 回唇部に縄文LR、
頸部にヘラ描平行沈線が施文される。 3は地文縄文LR。 2は口唇部に縄文LR刻みを付す小突起、内面口

縁に沿ってヘラ描連続刺突その下地文縄文LRヘ ラ描連続山形文が施 される。

本址は弥生時代中期栗林式期に位置づけられる。

(7)H7号住居址
Iけ 。こ-7 Grに ある。調査できた範囲が狭く住居址といいきれない。遺物は、称名寺式・堀之内 2式・

加曽利 Bl式・後期のすべて縄文土器、石核が出土した。

〆∝
'譲
基  8
1～ 7(■ 4) 10cm

0    8(■ 3) 7 5cm

E込
ミ
懃鋒 6

| | i』
I層 黒褐色土(10YR2/3)人 為的。
黒褐色J:(7 5YR3/2)・「吉褐色土(7 5YR3/4)・

黒色土(10YR2/1)のブロック多量。
2層 黒褐色土(7 5YR3/2)
3層 暗褐色土(10YR3/3)に ぶい掲色 七(7 5YR5/3)
ブロック多置。上面が床とみられる。捕方埋土。

第 19図 和田上遺跡Ⅱ B地区 H7号住居址
2.土坑
45基が検出された。 D10。 D15・ D17・ D18・ D22は出土遺物が皆無、 D ll・ D16は 9世紀前半の H5
号住居址付近にあり同時期の土師器が出土 した。他の35基から、縄文時代中期後半・称名寺・堀之内 1式・

堀之内 2式 。加曽利 Blの上器や石器が出上 した。縄文時代の上坑は、 TT地点 (鉄塔建設予定地)と XⅢ
い -9。 10Grに集中する。覆土は大半が人為的な埋土である。

長方形状のD27。 D33・ D41号土坑は、小日側に熔結凝灰岩の平石が立積みされる。 D45号土坑は側壁

に平石が立積みされる。自然科学分析はしてないが、人骨が確認された小諸市石神遺跡縄文時代後期第 3

号土坑墓、同市岩下遺跡堀之内 2式期 1号石棺に類例があり、縄文時代後期前半の墓といえよう。堀之内
2式上器。大型獣類焼骨・炭化したオニグル ミが出土したD26は、ゴミ穴であるうか。このオニグル ミの放

射性炭素測定年代 は3,470± 20yrBP、 暦年較正結果はcalBP3,824-calBP3,695(calBCl,875-calBCl,

746)で あった。称名寺式期の袋状土坑 D24は、形態等から貯蔵穴であろうか。
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D2号土坑

A  l 土器 土器  A'

7006m
O     (1:60)   151n

褐色土(7 5VR4/3)

7006m
(1:60) 15m

暗褐色上(7 5YR3/3)
にボい褐色土(7 5YR6/3)
の粒子多量。しまりあり。

黒褐色土(10YR2/3)小 ブロック少量

)1

性下下TttΨ些___聟
Cln

D3号土坑

A       s      A'

T翡
~

A

Ｄ２
蝿

覇

絵
/＼

4・ 6,7(1:4)      10cDl

0     5(12)   5伽

7006m

阜¬_T¬
「
挙±涅ユニ___どЦ

5m

Cm

性下下下聖ギ二十一二暉
Clll

の
Ｗ
川
″
川
，
　

４

へ
州
‐――
団
涎

　
　
５

だ
一

Ｄ４

蝿

３

層

層

7006m

イコ~下¬~1当窒ユ____±fm

黒色土(10YR2/1)

暗褐色土(7 5YR3/3)

しまりあり。人為的。

にぶい褐色土(7 5YR6/3)
の小プロック多量。

黒色土(10YR2/1)の

帯状ブロック。

褐色土(7 5YR4/3)

黒褐色土(10YR2/3)

小ブロック少量。

にぶい褐色土

(7 5YR6/3)粒子多量。

人為的。

にぶい褐色土(7 5YR5/3)

暗褐色土(7 5YR3/4)

暗褐色土(7 5YR3/3)

褐色土(7 5YR4/3)

媚

襲

　

Ｄ８
曜

媚

B地区 Dl号 ・D2号・D3号・D4号・D8号土坑第 20図 和田上遺跡Ⅱ
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A

D7号土坑

7002m
O    (1:60)   15m

9

0     (■ 4)     10Cn

D6号土坑

7012m

単百~下¬~挙当型ユ____上fm
D6
1層 黒褐色土(7 5YR2/2)

D9号土坑

7005m

雅可~「可~宴卑坐ユ____±fm

エイ

パ
一

D5

1層 暗褐色土(7 5YR3/3)

2層 褐色土(75)
にぶい褐色土(7 5YR6/3)
の粒子多量。しまりあり。

斡‖

0    (1:6)   1 5cll
|

Ｄ７
嘔
　
媚

襲
　
娼

黒褐色土(10YR2/3)

人為的。

褐色土(7 5YR4/3)

黒褐色土(10YR2/3)の
ブロック。人為的。

極暗褐色土(7 5YR2/3)

人為的。

褐色土(7 5YR4/3)

にぶい褐色土(7 5YR5/4)
の帯状ブロック。

人為的。

6992m
O     (1:60)   1_5m

黒褐色土(10YR2/2)にぶい褐色土
(7 5YR5/4)の 小ブロック少量。
黒褐色土(10YR2/3〕 こぶい褐色土
(7 5YR5/4)の 小ブロック多量。

″愛
′
翻

12

7002m
m

D9
1層  暗掲色土

(7 5VR3/3)

にぶい褐色土

(7 5YR5/4)
のブロック多量。

‐‐脱
Ｈ
Ｈ
日
″
用
ｐ
′

1 0crll

剌
Ｑ

6994m

任下~「Tイ生誓里上___上fm
D10

1層 黒褐色土(10YR2/3)

にぶい褐色土

(10YR5/4)の

小ブロック多量。

と魔義78
Ｈ

層

　

層

第 21図 和田上遺跡I B地区 D5号・D6号・D7号・D9号 。D10号・D■ 号土坑

Dll号土坑
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調査区域外

D12号土坑

調査区域外

与荻
7009m

社下~rT≦上早空____生ギm

上坑

kl

◎ぐ
<|

B

7014m

社下~「T≦生早2____上ギm

D16号上坑

1層 暗褐色土

(7 5VR3/3)
2層 褐色土(7 5YR4/4)
3層 1こぶい褐色土

17 5YR5/4)

1層 暗掲色土

(10YR3/3)

主体で砂質。
2層 にぶい褐色土

(7 5YR5/3)

D13号土坑

黒褐色土(10YR3/2)

主体で砂質。

(7 5YR5/3)

鸞7~監
0   (14)  10clll

性下下T挙羊坐~__当 Clll

畔
（偶υぐ

＜ヽ

<|

ド
一

蒻
5m

l層 褐色土(7 5YR4/3)

ば
一

6991m
m

B地区 D12号・D13号・D14号

<|

701,3m
5m

層

　

層

0    (■ 41    10clll

l層 黒褐色土(10YR3/2)黒褐色土(10YR2/3)・
にぶい橙色(7 5YR6/41の ブロック多量。

明黄褐色土(10YR6/6)小 ブロック少量。
2層 暗褐色土(10YR3/41・ 明黄褐色土(10YR6/6)
プロック主。黒褐色土(10YR2/31小 ブロック少量。

3層 暗褐色土(10YR3/3)

D15号土坑

A

D17号土坑

1層 暗褐色土(10YR3/4)明 黄褐色土(10YR6/6〉の

小ブロックと粒子多量。人為的。
2層 黒褐色土(10YR2/3)明 黄褐色土(10YR6/6)の
小プロック少量。人為的。

3層 暗褐色土(10YR3/3)明 黄褐色土(10YR6/6)の
小ブロック多量。人為的。

D15号・D16号・D17号土坑第 22図 和田上遺跡Ⅱ
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旧望8懸朝阿

３４

1層 黒褐色土(10YR2/3)

黄褐色土(10YR5/6)
のブロック5cmの帯状
(水平)に含む。

しまりない。
2層 黒褐色土(10YR2/2)

にぶい黄褐色土

(10YR6/4)の粒子多量。

しまりない。

1層 暗褐色土(loYR3/4)
にぶい橙色土(7 5YR6/4)
のプロンク多量。しまりある。

2層 Л音褐色土(10YR3/3)
1こぶい橙色ユi(7 5YR6/4)

のプロック少量。しまりある。

6999m
(1:60)    15m

D21号土坑

‐

、

＝

― ―

〃

～

鯵

'32
I層 褐色土(10YR4/4)明黄掲色土
(10YR6/6)の 粒子多量。

2層 褐色土(10YR4/6)明黄褐色土
(10YR6/6)が 主。

33

28～ 32(1・ 4)10cm
0    33・ 34(1:3) 7 5cm

.5m

l層 1音褐色土(10YR3/3)主体で
黒褐色土(10YR2/3)の
ブロックを微量含む。砂質土。

2層 にぶい褐色土(7 5YR5/3)

砂質上。

7014m

肺

Ｍ

Ｉ Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ Ｉ

出

Ⅷ

Ⅷ

リ

鱒

ｏ
37(114)  10cm

m

~ゝ  35
0     (1:3)     7 5cm

D18号・D19号・D20号・D21号土坑

―

第 23図 和田上遺跡Ⅱ B地区
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D23号土坑D22号土坑

Q
一

べ

＜‐

1層 呆褐色土(7 5YR3/2)

にぶい褐色土(7 5VR5/4)の

小ブロック少量。

人為的堆積。
2層 黒褐色土(7 5YR3/2)

にぶい褐色土(7 5YR5/4)の

小ブロック多量。

人為的堆積。
3層 黒褐色土(7 5YR2/2)

人為的堆積。

瞼

7019m

性下~「T≦上早坐____生李m

l層 黒褐色土(10YR2/2)

にぶい黄褐色土(10YR5/4)の

小プロック含む。

土坑孵
Ｑ

~46

B地区 D22号・D23号・D24号土坑

フ

侮

45(112)  5cn
o   41^V44(1:1)   2 5cn

0    (1:4)

7017m

【可~下可~早齋翌上____±fm

l層 暗褐色土(10YR3/3)

にぶい褐色土(7 5YR5/3)。

黒褐色土(7 5YR2/2)の

ブロック多量。炭少量。
2層 1こぶい褐色土(7 5YR5/3)

褐色土(7 5YR4/3)の

プロック含む。
3層 暗褐色土(7 5YR3/3)

4層 にぶい黄褐色土(10YR5/4)

かたくしまる。

第 24図 和田上遺跡Ⅱ
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D25号土坑

調査区域外 嚇皮9

鯵轍段7

1鰯 皮 0

尻

尻

7015m
o    (1:60)   1.5m 〆皮2

選 藝 軍 ∂ 65

期 7

爛鯵 駐4

観 斡 6G

舟
‐―
施

1層 全体層序のⅡ層

劉層 暗褐色土(7 5YR3/4)黒 色土(10YR2/1)
のプロック少量。

3層 暗褐色土(7 5YR3/3)し まりあり。
4層 にぶい褐色土(7 5YR5/41し まりあり。
3層よりかたい。

5層 暗褐色土(lllYR3/4)にぶい黄褐色上
00YR5/つ の粒子少量

6層 にぶい黄褐色土 (10Y簡独 lかたくけま税

翻巽68Ⅷ恥69聾劾 0

鐸砲1中
72

⑪―
〇

77

í′Zll`tt‡
!与i,喜
||さ、itti

◆

◇酷
金  76

ハ
ーーー
州
Ⅲ
削
Ｖ
　
　
７５

56～ 74・ 77・ 78(1:4)locm
0    75'76(1:1)2 5cm

第 25図 和田上遺跡Ⅱ B地区 D25号土坑
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D26号土坑

1層 にぶい赤褐色土(5YR4/3)

暗褐色土(7 5YR3/3)の ブロック含む。
2層 黒褐色土(7 5YR3/2)
しまりあり。炭少量。

3層 1こぶい褐色士(7 5YR5/3)
しまりない。炭少量。

4層 褐色土(10YR4/4)
しまりあり。炭少量。

5層 暗褐色土(10YR3/4)

炭少量。
6層 黒色土(ЮYR2/1)

鱒7鷲

翻 鷲 80

7010m
5m

鰯
レ
o( A 86

△
- 94

―④―
⊂ 童 め 96

79-86・ 95。 96(1:4)    10cm

88～ 94(1弦 )  5clll
0       87(1:1)   2 5cm

第 26図 和田上遺跡I B地区 D26号土坑
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1層 F音褐色土(7 5YR3/3)
2層 1こぶい褐色土(7 5YR5/3)

炭化物少量。しまりあり。

極暗褐色土(7 5YR2/3)
のブロック多量。人為的。

3層 褐色土(7 5YR4/4)

炭化物少量。しまりあり。

人為的。
4層 褐色土(7 5YR4/3)

7013m
O      (1:60)      1 5m

”
　
引

(…

……‐~~‐ ~‐―――‐‐ヽヽ
,

饉70Ⅷl相
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⑤
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D33
諏 ゴ
∝

諷 劇

ロ ゴ

巖 105

円
旧
ｌｔｌ
Ｍ
Ｈ
ＩＩＩ
Ⅶ

髭
賜

が

く
|

7013m
5m

ユ
Ｏ
Φ

Ⅷ8¶ 翻∞%以 1

レ

綾 ノ∝ 1貶 緯フ電1∝
107 (116)   15cm

頭孟降即嬰壇
雛H

望

簿

fll

7013m
O       (1:60)     1 5m

l層 にぶい褐色土(7 5YR5/3)人為的。
2層 褐色土(7 5YR4/3)人為的。
3層 イこぶい褐色土(7 5YR5/4)

1層 暗褐色土(10YR3/3)

黒色土(10YR2/1)。

褐色土(7 5YR4/3)の
ブロック多量。人為的。

と

「 「

下 早 平 上 __二 当
Cm

第 27図 和田上遺跡Ⅱ B地区 D27号 。D28号・D33号土坑

硼12窪割欝13

劉

D33号土坑

-
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1層 1音褐色土(10YR3/4)

黒褐色土(10YR2/3)・ 褐色土(7 5YR4/4)の

プロック多量。人為的。
2層 灰褐色土(7 7YR4/2)

炭化物多量。黄褐色土(10YR5/6)の

ブロンク含む。人為的。
3層 にぶい黄褐色土

黄褐色土(10YR5/6)・

にぶい褐色土(7 5VR5/3)のブロック多量。

炭化物少量。人為的。
4層 褐色土(7 5YR4/4)

7013m

A'       7013m

O   (1:80)   2m

第 28図 和田上遺跡Ⅱ
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σ

D32号土坑

D34号土坑

与ζ§ヨ

「

1159
蕩砂1団

′  168

隷)60
1-

驚1餡
701 lm

0    (1:60)   15m

l層 灰褐色土(7 5YR4/2)

褐色土(7 5YR4/3)

褐色土(7 5YR4/4)
のブロック多量。

黒色土(10YR2/1)

小プロンク少量。

人為的。

=ェ
=::三
:::::;;;ケ

チ
チ
チ
ケ
チ
チ
チ
ケ
″

′

鯵佃
157～ 165(1:4)locm

0    166。 167(1:2)  5crn
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蔭
出
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‐
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―

ザ
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‐

ヽ

―

D26     く
|

7015m
O    (1:60)   15m

l層 全体層序のⅡ層。
2層 黒褐色土(7 5YR3/2)褐 色土(7 5YR4/4)の

ブロック多量。人為的。
3層 褐色土(7 5YR4/4)黒 色土(10YR2/1)の

小ブロック含む。人為的。

D36号土坑

<|

7014m
O    (1:60)   15m

l層 褐色土(10YR4/4)黄 褐色土(10YR5/6)の
ブロック多量。炭少量。

人為的。
2層 暗褐色土(10YR3/4)黄 褐色土(10YR5/6)の

ブロック少邑 人為的。
3層 褐色土(10YR4/6)

イ■♯

饉 ～幾

m

7014m
O     (1:60)    15m

I層 黒褐色土
(10YR2/2)  0

/名
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.::,ユ

騨
ェヽイ  i孝

(1:4)     10Cm

莉
Ｑ
Ａ．

Ｄ

へ
い
Ⅵ
コ
ー‐
″
”
１

′ィガ
室
魚

第 29図 和田上遺跡Ⅱ B地区 D32号・D34号 。D35号・D36号・D37号土坑
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D38号土坑
‐ど、

D41号土坑

hl

＜ヽ

そ!ち志′ ■5活
1層 褐色土(7 5YR4/3)

黒褐色土(7 5YR3/2)の

小ブロック少量。人為的。
2層 にぶい黄褐色上(10YR5/4)

炭少量。人為的。

D40号土坑

そ?晃 ;丹  i5m

1層 にぶい褐色土

(7 5YR5/3)

人為的。

D45号上坑

<|

と層 にぶい黄褐色土

(10YR5/3)

人為的。

<|

0   そ胎04P  15m
|

l層 日音褐色土
(7 5YR3/3)

望
鞠
‐７６
Ⅷ

o   そ?ち級  15m

l層 褐色土(7 5YR4/4)極 暗褐色土

(7 5YR2/3)の小プロック少量。
2層 にぶい褐色土(7 5YR4/3)

3層 褐色土(7 5YR4/3)
1・ 2層よりやや粘質あり。

4層 褐色土(7 5YR4/3)
5層 褐色土(7 5YR4/3)暗褐色土
(7 5YR3/4)の小ブロック含む。

6層 にぶい褐色土(7 5YR5/4)

ダィア
180

<|

o  そ!:6`,n  15m

1層 にぶい褐色土

(7 5YR5/3)

暗褐色土

(10YR3/3)の
/1ヽプロック多量。

人為的。

，
十

荘

|。

ヤQ

∞
| ヤQ

D43号土坑

くヽ

A だ
一

マ'

A'Ａ
一

7014n
(1:60)
鱒 ,1制 凶柳

D44号土坑DO
そ路評  1:5m

1層 黒褐色土(10YR3/1)

主体。砂質土。
2層 灰黄掲色土(10YR4/2)

主体。砂質土。

人為的。

15m

第 30図 和田上遺跡Ⅱ B地区 D38号 ・D39号・D40号・D41号・D42号・D43号・D44号 ,D45号土坑

0    (1:60)   15m

l層 暗褐色土
(10YR3/3)

主体で砂質土。

7014m

-27-



3.溝状遺構
(1)Ml号溝状遺構
Iこ -7・ 8、 XⅡ あ 。い -8～ 10、 XⅢ い -1。 2 Grに あり、 H4・ H6・ D24・ D30・ D31・
D39を 切る。検出長22.8m幅 1.44～ 1.76m深 さ0。 67～ 0.86m、 溝底は東から西へ下がり勾配0.44mを測る。

断面は「V」字形で溝底幅が狭いところでは0。 17mである。遺物は弥生時代中期栗林式上器、高邦 1、 鉢2

～ 6、 壼 8。 9。 14・ 15、 甕10～ 12・ 16～ 26、 台付甕13・ 27、 後期箱清水式土器28・ 29、 縄文時代土器称

1層 全体層序のШ層
2層 黒褐色上(10YR2/3)砂 質上。

調査区域外  4層 黒褐色土(7 5YR3/2)褐 色上(10YR4/4)
の小ブロック多量。

5層 極暗褐色土(7 5VR2/3)に ぶい掲色土(7 5YR5/3)
の粒子多量。砂質土。

も哩´
1≦≧鬱

3

70050m
m

｀

~6

阜 調査区域外

o        l:4       10cm

第 31図 和田上遺跡I B地区 Ml号溝状遺構 (1)
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第 32図 和田上遺跡Ⅱ B地区 Ml号溝状遺構 (2)
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l層 極暗褐色土(7 5YR2/3)し まりあり。
2層 褐色土(7 5YR4/4)し まりあり。
3層 極褐色土(7 5YR2/3)円 の小礫・砂。
4層 褐色土(7 5YR4/3)砂 。

第 34図 和田上遺跡 I B地区 M2号溝状遺構 (1)

い
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第 36図
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122-139。 144・ 145(■ 4)10cm

0    140～ 143(1:3)7 5cm
|

第35図 和田上遺跡B地区 M2号溝状遺構 (2)
Ⅲこ -2 Grに ありH3を切 り、 D7に切 られる。幅3.2m南西側は崖に向かい、北東側は調査区域外に
延びる 。深さは0。 8m、 溝底の両側にテラスがある。覆± 3・ 4層は流水があったとみられるが、遺物は

磨耗していない。出土 した土器はすべて縄文時代で、中期後半・称名寺式
。堀之内 1

式・堀之内 2式・後期前半・後期がある。本址の時期は、縄文時代後期が推測される。

・ 謂

 `           ′ 147

―

剛 46

1層 黒褐色土(10YR2/2)

黄褐色土(10YR5/6)の小ブロック少量。

しまりある。

2層 黒褐色土(10YR2/3)

黄褐色土(10YR5/6)'に ぶい黄橙色土

(10VR5/6)の 小ブロンク多量。しまりある。

和田上遺跡B地区 M3号溝状遺構

調査区域外

▲  1■
蒻

M4
曜醐色
迄!まf辞宵勢。の

ブロック含む。

第 37図 和田上遺跡I B地区 M4号溝状遺構

調査区域外
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(3)M3号溝状遺構
Ⅲき。く-8Grに あり幅1.2mで深さは0.52m、 断面は逆梯子形である。両端とも調査区域外に延びる。
流水跡は見られず、溝底は堅くない。遺物は縄文時代加曽利Bl式深鉢・弥生時代栗林式壺が出土した。
本址は、弥生時代中期栗林式期の所産であるう。

(4)M4号溝状遺構
Ⅲく-9Grに あり幅0,4mで深さは0。 10m、 断面は「U」字形である。両端とも調査区域外に延びる。
流水跡は見られず、溝底は堅くない。出土遺物はない。
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・
２

一

″

″

″

″

Ｐ２２

物
Pl 易

P2

1層 7 5YR2/3
しまりあり。

1

蒻
P10

1層 10YR3/8主体。
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第41図 和田上遺跡Ⅱ B地区 遺構外出土遺物 (3)

ピットは36基検出され、P3が H5脇、P33・ P34が H4脇、Pl・ P2が D2・ D8の縄文時代と重複し、
他の31基は鉄塔予定地点にある。柱・杭等に関連 しよう。P4・ P5。 P7・ P9・ P12・ P18・ P22・ P34か

らは、縄文時代中期後半・堀之内 2式 。加曽利 Bl等の上器、 P4か ら磨製石斧・ P34か ら石鏃が出土。
5,遺構外出土遺物
当然ながら遺構が密集する鉄塔予定地点とFト レンチから大半が出土した。遺物は縄文時代中期中葉・

中期後半・称名寺式土器はごく少量で縄文時代後期堀之内 1・ 2式や加曽利 Bl式が多くみられた。

第 3節 馬瀬回遺跡 Ⅱの遺構と遺物
宇とう沢から市道東幹線まで650m幅0,8mの調査対象地にトレンチを設定した。結果市道よりの東側地

点に遺構が偏在していた。竪床住居址 1軒、溝状遺構 4条、ピット2基を検出した。西側地点では、宇と

う沢に向かう旧河川跡 (M loM2)が 見られただけで、遺物の出土はない。
Hl号住居址 東西壁一部を検出した。壁間は4.24m壁高0.44m床面は平坦で堅い。長径36cm短径24cm深
さ24cmの Pllよ、少し東に傾く。遺物は内面黒色処理され、「内」が墨書される土師器邪 1、 底部回転糸切

りの須恵器邦 2、 薄手の上師器甕 3・ 4が出土した。小林員寿の編年 (2005聖原)奈良・平安時代 V期 -9
世紀前半に位置づけられる。

溝状遺構 いずれも両端が調査区域外に延びる。M5は住居址の可能性もある。M6は、第 1次調査のM
5と 方向が合う。テラスを持つM3か らは古墳時代後期 7世紀代の上師器が出土した。

1層

2層

3層

4層

黒褐色土(10YR2/2)黒色土(10YR2/1)の小ブロック

少量・浅黄桂色土(10YR8/4)の 軽石(1～ 5伽大)小量。

黒褐色土(10YR2/2)浅黄橙色土(10YR8/4)の軽石

(1～ 5cm大 )多量。

暗褐色土(10YR3/3)黒褐色土(10YR2/2)の小ブロック

小量。

にぶい黄褐土(10YR5/4)に ぶい黄橙色土(10YR6/3)

が主。浅黄橙色土(10YR8/4)の 軽石(1～ 5cm)多量。

B'

＼
~′    2

0       (114)      10cm

第 42図 馬瀬口遺跡Ⅱ Hl号 住居址

第 4節 調査のまとめ
鉄塔建設予定地点を除くと幅 lmに も満たない極狭い調査範囲であったが、和田上遺跡 ⅡA地区では、
和田上南遺跡から続く弥生時代中期と平安時代 (9世紀前半)集落の広がりが明らかになった。和田上遺跡

ⅡB地区では、豊富な縄文時代後期の遺物と石棺墓が検出された。さらに、佐久市平賀後家山遺跡に続く
2例めとなった弥生時代中期栗林式期の環濠が調査されたことは貴重な成果であった。

Ｂ

賜

物
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M3

パ
一

Ａ
一

1層 黒褐色土(10YR2/2)黒褐色土

(10YR2/3)・ 黒色土(10YR2/1)の

小プロック多量。

6958m
。     (1:80)   2m

0       (1:4)      10cn

４
（
困
υ
▲．

Ｍ M5

1層  黒褐色土(10YR2/2)
黒褐色上(10YR2/3)の
/1ヽブロック含む。

浅黄橙色土(10YR8/4)の

1～ 3cm大軽石少量。

2層  暗褐色土(10YR3/3)
ごく少量の流砂含む。

6958m

調査 区域外

調査区域外

層

　

　

層

調査区域外

調査区域外 調査区域外

A                  Ib       A'
一

黒褐色土(10YR2/2)浅黄橙色土(10YR8/4)

の軽石(1～5cm)小 量。

暗褐色土(1∝R3/3)黄褐色土(10WR5/6)の

小ブロック含む。浅黄橙色土(lllYR3/4)の

軽石(1～ 5cm)

層

　

　

層

鰍 争景猶色虫ЮYR6/0  う5Gr
のブロック含む。浅黄橙色土(1∝R8/4)の

軽石(1～ 3cln)を少量。

6953m
。    (1:80)   2m

第 43図 馬瀬口遺跡Ⅱ M3・ M4

0       (1:4)      10cm

M5。 M6号溝状遺構 遺構外出土遺物
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第 1表 竪穴住居址・土坑・ピット計測一覧表
和田上遺跡 Ⅱ A地区住居址

和田上遺跡 Ⅱ A地区土坑

(残存 )く 検出部 >[推 定 ](cm)

(検出部 )<残 存部 >

検出位置
主軸方位
(長軸方働

マ
炉

力

＜
構穴規模

長径 X 短径 X 深さ 等
購

・時期複垂

日 1
Xあ い10
�あ しヽ1

N-8° 一trv P150× <23>X66P226× 26X68P340× 23X,9 ホ生時代中期栗林式期

Xい89 N― -8° 一E カマド北中央
D2を切る
平安時代9世紀前半

Xい78 N-3° 一Vザ 平安時代

Ⅸう8
Ⅸえ79 N-10・ ―W 炉 中央 P125× 29× 54 引6を切る

小生時代中期栗林式期

Ⅸう10 時期等不明

区う8
Ⅸえ78 N― 10° 一VV P160× <50>X66 →4こ切らrtる

宗生時代中期栗林式期

至構宅 検出位置 平面形 難ｍ 麟ｍ
雅
ｍ

爾考
週糖名 検出位置 平箇形 離ｍ 麟ｍ

備考

Xい8 円形? <54> <58>

和田上遺跡 Ⅱ B地区住居址

和田上遺節 Ⅱ B地区上坑

和田上遺跡 Ⅱ B地区ピット

齢 宅 検出位置

く

け
N-30° ―W 炉 中央 !2X37 P542X32× 8 P622× ]8× 28 P722× 20X17 P835× 27× 72 P(

!5× 20× 29 P,025X22× 66 Pl1 24× 20× 51 P1224× 23X38
14F生 時代中期栗林式期

1 430 1<220>|<208>1  36

X皿 い56 N-12° 一hf. 弥生時代中期栗林式期

Ⅱこ23 M創こ切られる

XⅡ しヽ23 N-23° ―WV 炉 中央 P,45X<40>× 27
D12を切る
弥生時代中期栗林式期

Vけ45 N-86° 一E カマド東中央 P,49X35× 65P222× 1フ X10P472× く22>× 18 D2劉 こ切られる
平安時代9世紀前半

Xし 9ヽ 10 N-16° ―WV P,37× 34× 43
D32P36を 切る M]に切ら
れる 弥生時代中期栗林式難

H)こ 7 時期等不明

(残存)く 検出部 >[推 定 ](cm)

(検出部 )<残 存部 >

週構名 検出位置 平面形
備考
重複関係

患橋宅 検出位置 平面形
備考
重複関係(cm) (cm)

D25 XⅢ あ, 中期末～後期初頭 縄文後期前半 縄文後疑
加曽利B加 曽利Bl堀之内2石鏃 磨石 台石く132> <125>

D26 割
コ

円形 <140>
D2303Ыこ切られる D34を切る 縄文後期 ljl
之内2■製品石鏃石核剣片敲石磨石 台石

1こ 8 長方形
D33D4⊇ を切る 縄文中期後半 縄文後期
堀之内2加曽利B]石核?打製石斧
縄文後期 堀之内2加曽利B]

XⅢ い10 <32> 57 ⊃4 Plに 切られる打製石斧

D30 �あ891彫?硝5硼9鍋 習撃 観聯凱Pi評継饗群 1

Dll Ⅳけ こ7 長方形? く120>
名寺 弥生土器 土師器 剥片 敲石 磨石

D32 �あ い9 円形 531義」gξ炸]雪倦e訴 ;∫耀糟 鈴径T蛎
D33 Iこ 8 長方形 D2引こ切られる

D14

D35 Iこ
10�あ10
1こ lXⅢあ]

く95> 157 D2創 こ切られる 縄文中期後半XⅥあ3 円形? く105> 〕世紀代 土師器

日1に切られる P19を切る 加曽利B]堀之内Z
D19 Ⅲく99

D21 こ
あ
Ｉ
�

円形 ?
P9P,4に 切られる D36を 切る
縄文中期後半 土器片円板 石核

引5を切る D42 1こ

18
Iこ 10
�あ10

50× 38 D13を 切る 10YR3/1 10YR4/1 カロ曽利 Bl
2

Xlあ 8 70× 40 OYR5/3 10YR4/2縄文後期前半 堀之内2磨製石斧

�あ10 50× 42 10YR3/1 10YR4/1、 10YR4/1少 含 加曽利B2?

9
Iこ 10
�あ10

テラスあり D21を切る 10YR3/3
縄文中期後半

10YR3/1

Xlあ 10 55× 25 10YR3/9

,3
1こ 10
�あ10

70× 19 P18に 切られる 10YR3/3
Iこ 9 60× 22 10YR5/3

10YR5/3 10YR4/2
Iこ 10 20× 20 テラスあり 10YR3/1

II)7 25X13 10YR2/1
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第 2表 和田上遺跡Ⅱ A地区Hl・ H2'H3・ H4・ H6号住居址出土遺物観察表
(cm)

法 量 羅定恒 ()残存値<>,

外 面 偏 考 出■d
弥生土器 <197> 八ケロ 八ケロ 頸部ヘラ摘平行沈線文間に縄文 ヘラ描違47t山形文 完全実測 中期栗林

2 弥生土器 壷 八ケロ ヘラナデ ヘラ描連孤文 縄文 中期栗林 Чo2
3 弥生土器 (80> ヘラナデ 八ケロ→ヘラミガキ 完全実測 中期栗林

弥生土器 甕 <139> ヘラミガキ ヨ唇部縄文 口縁部縄文 ヘラ描波状文 体部櫛描波状文 縦位櫛摘条
寵支 刻み ヘラミガキ

£全実測
中期栗林

5 弥生土器 衛摘波状文 横位条線文

“

期栗林

弥生土器 甕 ヘラミガキ コ唇部縄又 ■期栗林

弥生土器 甕 (120) 八ケロ→ヘラミガキ 櫛描斜走文 回唇部刻み ]転実測 中期栗林

8 弥生土器 甕 ヘラミガキ 八ケロ→ヘラミガキ £全実測中期栗林

法 遺 成 形  調 整  支 犠 推定値 ()残存値く >丸底●

種 別 縫 適M≧  (幅 ) 器高 (厚 ) 内 面

1 土師器 メ (74) 54 ヘラミガキー黒缶伽理 コクロナデー底部外周手持ちヘラケズリ ]転実測 り方 InvIE

土師器 ヘラミガキー黒色処理 コクロナデ 回転実測

土師器 郭 150) く53> ヘラミ キー黒色処理 コクロナデ 回転実測 り方 E区

土師器 邦 <46> ヘラミガキー黒色処理 コクロナデ ]転実測 Jtt E区

5 土師器 雰 43> ヘラミガキー黒色処理 コクロナデ ]転実測 iり方 W区

土師器 t4N 42> ヘラミガキー黒色処理 コクロナデ

フ 土師器 14 <48> ヘラミガキー黒色銀理 団転実測

土師器 ミガキー来色処理 コクロナデ 回転実測 へ区

土師器 邪 ヘラミ キー黒色処理 コクロナデ 墨言半J読不能 波斥実測

10 土師器 雰 ラヽミガキー黒色処理 コクロナデ 波狩実測 区ヽ

土師器 郭 ヘラミガキー黒色処理 コクロナデ 腹片実測 邑ヽ至

12 土師器 郭 <27> ヘラミガキ コクロナデー底部右回転糸切り 実測

13 土宮雨器 碗 <18> ヘラミガキー黒色処理 コクロナデ→底部回転糸切り‐高台貼付 (欠損 ) 回転実測

14 土師器 コクロナデ‐底部回転糸切リー高台貼付           十回転実測 へ区 ホリ万 W区

須恵器 雰 (160) <52> コクロナデ コクロナデ 回転実測 掘り方

16 須恵器 14 (196) <38> コクロナデ コクロナデ                十回転実涙」 内外面火だすき有

須恵器 雰 46 コクロナデ コクロナデー底部右回転糸切り       1完 全実測 内外面火だすき有 」方 W区

須恵器 雰 (25> コクロナデ コクロナデー底部右回転糸切り       1完 全実測 内外面火だすき有 Jtt W区

土師器 甕 (188) <58> 黄ナデ ヨ転実測 Utt W区

土師器 衰ナデ 回転実測 区ヽ

土師器 甕 <75> コクロナデ コクロナデ→底部回転糸切り後ヘラケズリ 胴下部ヘラケズリ 完全実測

土師器 甕 <25> コクロナデ 臣部回転糸切り 胴下部ヘラケズリ 回転実測 区ゝ

須恵器 甕 断面実測

須恵器 甕 断面実測

土製品 土錘 完成前穿孔

調 整 ・ 文 様 雑定値 ()残存値<>丸

種 別 瀬 口径 (長 ) 隅径(幅 ) 謡面 (厚 ) 内 面 外 面 鷹考 出上位置

土師器 И ラヽミガキー黒色処理 コクロナデ 墨書 破片実測 区ヽ

2 土師器 碗 く14> 完全実測 区ヽ

3 土師器 腕 <,7> ヘラミガキー暗文施支―黒色処理 ]転実測 ＼区

4 縄文土器 深鉢 【形文土器 伺5て日寺十

5 弥生土器 ヨ縁部受日状 縄文LR 中期栗林 ＼区

謡 , 最大編 最大 1 最大厚 重 躍 所 見 出上位置

6 台石 輝石安山岩 269 91 863000 正面に使用面 正面には敲打痕 裏面は滑らか
磨製石斧 硬質砂岩 10 4076 研磨段階の末製品と思われる

8 打製石斧 輝石安山岩 <52> <73> <17> くフ682> 上下欠損
9 石核? 13 2959

「
画^ 芸節理面 下方から剥離 正面上部は打面調整
上下欠損 全体にすりか

種別 騒 文 様 ・ 調 整 ・ 備 考 備考 出上位置

弥生土器
ミ径107器高く284> ぬ面ヘラナデ
朴面頸部縄文 ヘラ描平行沈線文 体部櫛描波状文 横位条線文 ′ヽケロ ヘラミガキ

完全実測
中期粟林

2 弥生■ 面ヽヘラミガキロ縁部編支 ヘラ描山形支ヘラミガキ 中期栗林

弥生土器 再面ヘラミガキ 外面 回唇部縄文 ヘラミガキ 中期栗林

弥生土器
～
面ヘラミガキ外面口唇部縄又 ヘラミガキ 中期栗林

5 弥生土器 再面ヘラミガキ外面回唇部縄文 八ケロ後ミガキ 中期栗林

6 弥生土器 勺面ヘラミガキ外面ヘラによる刻ロ ナデ や期粟林

7 弥生土器 勺面ナデ 外面ヘラ描沈線U字区画内に櫛描 (7本 )条線支充填
8 硫生■ ナデ ケ の下にヘラ摘半行沈線文 ヘラミガキ ヘラ摘平行沈緑文 縄文 中期栗林

弥生土器 勺面ナデ 外面3条のヘラ摘平行沈線又間にヘラ捕連続山形文 縄文 ヘラミガキ ナデ 中期栗林

弥生土器 勺面ナデ 外面ヘラ摘平行沈線又 ヘラミガキ 中期栗林

弥生土器 甕 勺画ヘラミガキ 外画口唇部縄文 横ナデ
“

期栗林

弥生土器 甕 勺面ヘラミガキ 外面櫛摘波状文後ヘラによる連続刻目 ■期棄林

弥生土器 甕
～
面横ナデ 外面口唇部指頭押捺横ナデ

弥生土 ミガキ 外画櫛摘波状文 縦位条線又 中期栗林

弥生土器 甕 勺面ヘラミガキ 外面櫛摘波状文 縦位条線文 中期栗林

弥生土器 甕 対面ヘラミガキ 外面櫛摘波状文 縦位波状支 中期栗林

弥生土器 甕 勺面ヘラミガキ 外面櫛描波状文 縦位ヘラ描波状支 中期栗林

弥生土器 甕 勺面ヘラミガキ 外面櫛描斜走文 中期粟林

弥生土器 甕 壺径
`]20)器
高く43>  内箇ヘラミガキ 外画ヘラミガキ 回転実員1中期来林

弥生土器 鉢 辛外画ヘラミガキ 破庁実測 中期栗林

縄又土器 深鉢 J形押型文 縄文時代早期

器 種 素 材 霞大長 最大幅 最大厚 重量 所 見 出上位置

砥 石 VJ/1岩 <71> 靱 8> 上部欠損 砥面数3

考

弥生土器 臣径 (90)器 高<91> 内面ナデ 外画ナデ 中期栗林

2 弥生土器 壷 伺面ナデ 外面ヘラ摘沈線U字区画内に櫛摘条線堂充填 ヘラ描平行沈線文 ヘラ描山形文 中期栗林

3 弥生土器 勺面ナデ 外面ヘラ摘横位沈線文 波状文 中期栗林
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法 鳳 成 調 整  文 様 筐定値()残存傾 <>丸 I

種別 謙 口径(長 ) 底径(幅 ) 器高(厚 ) 内 面 外 面 傭考 出上位置

弥生土器 鉢 ミガキー赤色塗彩 ミガキー赤色塗彩 口縁部対の突起 破片実測 中期栗林 I区2層

2 弥生土器 く63> 八ケロ 同部ミガキ‐赤色塗彩 底部ミガキ上方に向く注回焼成前穿孔 中期栗林 t区2層 3層

9 弥生土器 鉢 6 く20> ミガキー赤色塗彩 桐部ミガキー赤色塗彩 底部ミガキ 完全実測 中期栗林

ar (52) <16> ミガキー赤色塗彩 ミガキー六色塗彩 回転実測 中期粟林 Ⅳ区9層

5 弥生土器 ヨ縁部横ナデ 頸部ナデーミガキ
敷部ナデーロ縁部模ナテーミガキ
ロ縁部縄文LR頸部ヘラ摘平行沈177 中期栗林

No 種別 器種 文 様  調 整 ・ 備 考 備考 出上位置

6 弥生土器 内面ミガキ 外面□唇部縄文 頸部縄文L日地文ヘラ捕平行沈線 中期栗林 Ⅳ区2層

7 弥生土器 ぬ面ミガキ ロ唇部 口縁部縄文LR 中期栗林 口区2層

弥生主器 I睡【2梶霊

9 弥生土器 為面ミガキ 外面口唇罰∫縄文LR 中期栗林

10 弥生土器 内面磨耗 外面回唇部縄文 回縁部縄文 LR地文ヘラ摘斜走沈線 中期栗林 Ⅱ区3層

弥生主器 内面ナデ ブヽケロ→頸部ミガキ 外面頸部ヘラ摘平行沈線 器高<264>            1磨 耗 中期栗林 ¶o]2～ 141516Ⅲ 区2層 Ⅱ区3層

,2 弥生土器 内面ミガキ 外面口唇部縄文 口縁部縄文LR地文ヘラ描波状文 や鋼栗林 [区2層

13 弥生土器 肉面ミガキ 外面回唇部縄文 回縁部縄文地文ヘラ!苗連続山形文 中期栗林

弥生土器 本面ミガキ 外面口唇部縄文 日縁部縄文ヒR地文ヘラ描連続山形文 中期棄林

i5 弥生土器 罵林   IⅢ 区3層

弥生土器
内面八ケナデ 外面胴部ヘラ描平行沈線間のヘラ捕連続山形文を上下の刺突列が荻0 胴下部ヘラ描運弧文
連弧対頂部に円形貼付文 地文の縄文LRは連続山形文までは文様施文前にそれ以外は文様施文後に施される 中期栗林

No7 Ⅱ区3層
Ⅳ区2層

17 弥生土器 内面八ケナデ 外面ミガキ ヘラ描粋状文内に縄文LR充填 中期栗林

弥生上器 底径64器高く
'18> 
内面八ケロ 外面胴部ミガキ 底部ミガキ 中期棄林

弥生土器 台付甕? 内画ミガキ 外画回唇部縄又 禦罰
`櫛
摘簾状文 胴呂い櫛摘斜走ヌ ■期粟林 �o 18

号小生土器 台付甕? 勺面ミガキ 外面口唇部縄文 頸部櫛摘横位条線文 胴部櫛捕波状又 HE期栗林

3小生土器 合付甕 ? 勺面ミガキ 外画口唇部縄文 指頭押捺頸部櫛捕横位条線文 胴部櫛掲斜走文 中期栗林

弥生土器 台付甕? 角画ミガキ 外面口唇部縄文 胴部櫛摘波状文 中期栗林 No2

弥生土器 台付甕 ? 幻面ミガキ 外面口唇部縄文LR胴部櫛描斜走文(?) 中期栗林 〔区2層

弥生土器 台付甕 ? ヨ径112器高<36> 内面ミガキ 外面口唇部縄文 胴部ヘラ描横位沈線下連続コ字文 中期栗林 I優至2月重

弥生土器 甕 代面ミガキ 外面口唇部縄文 指額押捺 期̈栗林

弥生土器 甕 代面ミガキ 外面櫛猫縦位条緑文後櫛摘波状又 HE期栗林

弥生土器 甕 氏径80器 高<86> 内面八ケローミガキ  外面胴部ミガキ 底部ミガキ    内外面磨耗 中期栗林  II区 床 2層 3層

縄文土器 深鉢 径帯頂部から下に山形状の沈線 伸期後半～後期初頭 トリ方

縄文土器 深鉢 コ縁部内折 口唇部亥Jみ 口縁下2条の刻み隆帯横位沈線縄文 堀之内2 巨区2層

縄支土器 深鉢 黄位亥Jみ隆帯上に円形と楕円形貼付文 帯縄文 (LR) 屈之内2 [区2層

縄文土器 条の機位沈線L形 区切り 内面3条の横位沈線

'日

曽利Bl Vttρ層

縄文土器 深 鉢 )条の横位沈線 L形 区切り 縄文 LF

縄文土器 深 鉢 口縁部内弯 9条の模位沈線 L形区切り /t線 間に縄文 LR充填 涸曽利B'  I区 ]層 V区2層
34 縄文上器 深鉢 ぬ削状口縁上位4条下位2条の横位沈線間に斜め条線充填 D日曽利B,  I区 ホリ方 V区床

縄文 注口上器
口唇部刻み 口縁部3条の横位沈線 肩部横位沈線間に下りの斜め沈線 その下両端に円形束」突さtXる
5条の権位沈線 肩部の渦巻沈線から端に円形刺突される弧状沈線 さらに5条の模位沈線から6条の弧状沈線

加曽利Bl
I区布り方
Ⅳ区2層 床

35aと 同一個体
2条の横位沈線切る 5条の弧状沈線上に弧状の沈線 その下胴部最大径あたりに上下2条の横位
沈線間に左下りの斜め沈17R充填

加営利Bl

95aと 同一個体 !条の横位沈線の下 上下2条の横位沈線間に左下りの斜め沈線充填 加曽不JB

縄文 注口土器 4条の横位沈線間に斜め連続亥Jみ 下位に2条の検位沈線 上下位の沈線間に対弧状の区切り 加曽利B Ⅲ区3層

87 縄文土器 注口土器 2条の横位沈線 Palに 5条の細い模位沈線沈線上に縄文LR ll曽不JB [区2層 3層

縄文土器 注口土器

口縁部直立し内折 内面受口状 側面と内面に透し孔有す 把手頂部に円又と盲子し把手下端両側に

対の円形刺突 □唇部に細い斜めの連続刻み「)」 形の小突起が付される Jヽ突起下の対の
円形束」突から横位の沈線 さらにその下にjB手からのびる穣位沈線

加曽不」Bl oヽ9

縄文土器 注目土器 肩部渦巷沈線 平行沈線間に右下りの沈線充填 渇巻文から端に円形刺突される6条の弧状沈線 弧状の沈線間に沈線 加営利Bl

40 〈?)沈線から横位沈線 Pe3に組い沈線充填 ll曽不JBl I 区 ]層

縄文土器 注口土器 日券 (?】沈線から垂下する2条以上の弧状沈線と繕位平行洵線 P9Rに左下 りの斜め沈線充填

'日

曽利Bl

縄文土器 鉢 佃代底 2本越1本潜り 横条 Fal隔あり 素材Imい 変期

縄文土器 鉢 網代底 2本越1本潜り 横条間隔あり 素材細い 後期 I 区 1層

縄文土器 鉢 網代底 2本越
'本

港り模条間隔あり素材細い 後期 E区 2層

縄文土器 鉢 網代底 2本越 ,本潜り 横条間隔あり 後期 V区2層

素  材 霊大長 最大幅 最大厚 蓮量 所 見 出■ltE

石核 黒曜石 15 2437 No 34

石核 黒曜石 3] 12 こ面は自然面か No 98

石鏃 灰色チャー ト <20> (20> <05> <145> ヒ脚先端欠損 No 29

石鏃 黒曜石 <14> <11> <023>
=脚
先端欠損 No 28

石鏃 黒曜石 <10> <038> L部欠損 No 24

5, 石談 黒隆石 <09> 15 <02> <035> 上部欠損 No 27

楔 ? 黒曜石 07 2層

二次加工のある剥片 黒曜石 13
=側
～下吾Ыこ二次加工痕

石錐 黒曜石 8] 12 10 下端部に磨滅 1区 2層

削器 ? 硬質砂岩 71 12 ]1920 当然面を残す剥片 下辺は使用による剥離痕か No 20

釧片 硬質砂岩 ア ] 20 11423 当然面残る剥片 I区

57 列片 隠石安山岩 91 No 32

剥片 黒曜石 31

剥片 黒曜石 19 12 LIRlは 自然面 No 38

不明 硬質砂岩 51 16 287コ 巧側は使用痕か? I区 3層

磨製石斧 石英閃緑岩 <48> <60> <30> <13849> 上部欠損 正面と刃部に敲打状の痕 No 39

砥石 砂岩 87 13 丘画数2正裏に条痕 I区床

磨石 輝石安山岩 67 172144 No 22

砥石? 砂岩 5フ

磨石 砂岩 <8ρ> く53> <12> <5627> 下吾[欠損 正面にすり面 No 26

磨 敲石 砂岩 16 6908 正面にすり面 下端部に敲打痕 I区ホリ方

敲石 輝石安山岩 <11]> <58> <97> (34950>
=側
欠損 右側に敲打痕 No 19

磨 蕊石 輝石安山岩 <111> <117> <30> <57693> 下部欠損 上端部に融打痕 裏面にすり画 No 43

台石 輝石安山岩 257 62 467000 疫熱あり(lB I～藁面黒化 )正藁に使用面と思われる滑らかな面有り No 41

台石 lkF石安山岩 (251> <123> <65> く2640> 左側～右側欠損 正面が使用面か No 42

第 3表 和田上遺跡 IB地区Hl号住居址出土遺物観察表
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第 4表 和田上遺跡Ⅱ B地区Hl・ H2・ H4号住居址出土遺物観察表
(Cm)

器  穣 素 材 最大長 最大tB 最大厚 所 見 出上位霞

台石 輝石安山岩 104> <85> <20> <38890> 上側～右側欠損 正票に使用画 正面削り状 要画
72 台石 輝石安山岩 <83> <フ 8> <22764> 19熱あり?(正裏赤化)正面が使用面か No3フ

台石 輝石安山岩 <95> <89> <15> <,9324> 全周欠損 正面が使用画か No 35
74 台石 輝石安山岩 く92> <26> <31630> こ面が使用面か No 18

台石 輝石蒙山岩 く142> (128> <32> <89618> 左側以外周囲欠福 T面が僅用面か
台石 輝石安山岩 365 226000 L画が使用面の台石か 正面の剥離は使用痕か不明 Nolフ

貝 044 三枚貝 Ⅱ区2層

法 霊 成 形  調 整  文 横 1  推定値(】鳴存値<>匈 .底●
種別 器種 口径 (長 ) 握諄怪  (幅 ) 器高

`惇

内 面 外 面 購 出上位置

弥生土器 壺 (]92) ヘラナデ    八ケナデーヘラミガキ ロ唇部縄支LR頸部縄文LRヘラ描横線文 櫛摘簾状文     1完 全実測 中期栗林 Чo 2
2 弥生土器 (152) く56> 八ケロ→ヘラミガキ

'ヽ

ケロ‐ヘラミガキ ロ唇部縄文LR 回転実測 中期栗林 フク土

3 弥生土器 <60> 剣落 ヘラケズリ→ヘラミガキ 回転実測 中期栗林 フク土
弥生土器 (90) く148> 八ケロ ヘラナデーヘラミガキ ヘラミガキ 完全実測 中期粟林 N03

5 弥生土器 甕 (76) <80> ヘラミガキ ヘラミガキ 回転実測 中期栗林

6 弥生土器 甕 <フ 2> ヘラミ労キ ヘラミガキ櫛摘斜走文 完全実測 中期栗林 フク土
弥生上器 審 ヘラミガキ 口唇部縄文LR頸部櫛描刻み模位条線文 胴部櫛描斜走文 中期栗林 フク土

8 弥生土器 甕 <38> ヘラミガキ ヘラミガキ 回転実測 中期栗林 フク土
9 ヘラナデ ヘラナデーヘラミガキ 1完全実測 中期栗林 フク土
10 弥生上器 台付甕 <52> 八ケロ→ヘラミガキ 八ケロ‐ヘラミガキ 1完全実測 中期粟務 No5
弥生土器 甕 87 276 八ケローヘラミガキ 口唇部縄文LR胴部櫛描斜走文 ヘラミガキ 1完全実測 中期粟林

12 弥生土器 甕 <209> ヘラミガキ ケヽロヘラミガキ櫛描斜走文 1卑令実悧 中期粟林 フク土
13 弥生土器 高 14~ (184) く55> ヘラミガキ 赤色塗彩 中期栗林

器  種 素 々長 最大幅 最大厚 重量 所 見 出上位置
14 石鏃 黒曜石 フ 土

15 敲石 花同岩 <57> <75> く14995> 下きB欠椙「 端部に講IT痛 フ 土

編ツ石 砂岩 9 14637 摂1に挟り状の剥離

磨石  1 安山岩(その他の寮山岩) 52 45 全体にすり フク土
18 石皿片 ? 緑泥片岩 <227> <141> く23> <,096 ρO> 司囲～票面欠損 正面剥落 正面に使用面 フ 土

台石 輝石安山岩 849000 被熱あり?(一部黒化)正面が使用画か
台石 輝石安山岩 329 614000 玉面に使用面

法 量 成

種 別 器種 回径 (長 ) 底径(幅 ) 器高(厚 ) 内 面 男 面 備老 出上位置

弥生土器 鉢 (130) く41> ヘラミガキー赤a塗彩 ヘラミガキー赤色塗彩          十回転実測 燐成前穿判 中期栗務
2 弥生土器 甕 (128) く69> □縁部ヘラミガキ 頸部ナデ 口唇部縄文 頸部ヘラミガキ 回転実測 中期栗林 フク土
9 弥生土器 (86) 八ケロ ヘラミガキ 回転実測 中期栗林 フク土

弥生土器 八ケロ ヘラミガキ 回転実測 中期栗林 フク土

5 弥生土器 く69> ヨ縁部ヘラミガキ 亥」目 頸部沈線 回転実測 中期栗林

6 弥生土器 <31> ケヽロ 八ケロ 完全実測 中期栗林 フク土

弥生土器 甕 (200) <38> ヘラミガキ ヨ唇部縄文LR胴 部櫛描斜走文 中期栗林

弥生土器 甕 (196) <76> ヘラミガキ ヨ唇部縄文LR頸部櫛描横位沈線文 胴き[輸描波状支 刻目    1回 転実捌 中IIR要羽 フク土
弥生土器 甕 ケヽロ→ヘラミガキ ムケローヘラミガキ 破片実測 中期栗林

弥生土器 甕 (フ 4) ラヽミガキ ヘラミガキ底部ヘラミガキ 回転実測 中期栗林 巨区2層

弥生土器 甕 (70) <90> ＼ラミガキ ヘラミガキ       十回転実測 一定期間使用後外面から穿孔 中期栗林 フク土
弥生土器 甕 <31> ＼ラミガキ ラミガキ 底部ヘラミガキ 完全実測 中期栗林 フク土

弥生土器 ミニュチュア土器 |
<25> ナデ ナデ                  1破 片実測 焼成前穿判 中期粟林

種別 器種 文 線 ・ 調 整 備考 | 出上位置

弥生土器 拇曲櫛 西 にぐ庶る綾杉状の刺突外面回唇部綱い沈線 連続刻目 1中期栗林
8 弥生土器 内面ヘラミガキ 内面ヘラミガキ ロ唇部縄文LR 1中期要赫 フク土
9 弥生土器 勺画ヘラミガキ 外面口唇部縄文LRヘラ摘山形文内にヘラ描斜文充慎 |い tIR要林 フク土
10 弥生土器 勾面ヘラミガキ 外面ヘラ描平行沈線 縄文LR 1中卸 車 林 フク土

弥生土器 勺画ナデ 外面ヘラ猫平行沈線間に地文縄文LRヘラ猫連続山形文 ヘラ摘斜位沈線 1中期粟林

'2

弥生土器 勺画ナデ 外面ヘラ描平行沈線間にヘラ捕鋸歯文 1中期粟林

13 弥生土器 勺面ナデ 外面ヘラ描∪字区画内に櫛描縦位条線区画に沿つて刺突 ヘラ描平行沈線 1中期要林

弥生土器 内面ナデ 外面剰突列 ヘラ摘平行沈線間に櫛歯による横位の連続刺突 1中期要林

弥生土器 内面ナデ 外面ヘラ摘平行沈線間に2段の犠位刺突列 櫛描簾状文 1中卸要林

弥生上器 内面ナデ 外面平行沈線間に櫛歯による連続刺突 I EI蜘 車 林

17 弥生土器 器高<87>内面ナデ 外面ヘラ描平行沈線FBEに縄文しR随文後ヘラ描連続山形文 中期棄林

弥生土器 器高く77> 内面口朦部ミガキ 頸部ナデ 外面ヘラ猫平行沈線F93に縄文LR 中期粟林

弥生土器 内面ナデ 外面地文縄文LRヘラ描平行沈線ヘラ描連弧文 中期要林

弥生土器 凋面 デ 外面地文縄文LRヘラ捕平行沈線ヘラ描波状文
21 弥生土器 内面ナデ 外面ヘラ摘平行沈線間に縄文ヒR楕円形の沈線区画内に地文縄文L日沈線で2分 し下段に束」突充填 中期栗林

弥生土器 内面八ケロ ナデ 外面ヘラ猫連弧文 縄文LR 中期栗林

弥生土器 内面ナデ 外面ヘラ描連弧文 縄文LR
弥生土器 甕 内面八ケロナデ 外面口唇部縄文LR 中期栗林 フク土

弥生土器 甕 代面ヘラ キ 外面口唇部口縁部縄文LR 中期栗林 フク土
弥生土器 警 勺面ヘラミガキ 外面口唇部縄又 L日 中期栗林
弥生土器 甕 内面ヘラミガキ 外面Fal隔 ある櫛描波状又 中期栗林 フク土

弥生土器 甕 代面ヘラミガキ 外面口唇部櫛歯押捺 亥J目 中期栗林

弥生土器 甕 Å画ヘラミガキ 外面櫛描横位条線文波状文縦位条線文 期̈粟耕
弥生土器 理 有画八ケロナデ 外面櫛摘波状文 斜走文 中期粟林

縄文土器 深鉢 垂下する2条の隆帯をなぞる沈線 斜行沈線 中期後半

縄文土器 深鉢 先線区画内に縄文LR充填 中期後半

縄文土器 深鉢 地文縄文LR楕円形状の沈線区画 中期後半
縄文上器 深鉢 横位沈線間に入組み状沈線後ヘアピン状沈線 加曽利B,

縄文土器 鉢 環状突起 円子μこ沿つて片端の盲孔からC字状沈線Sll状 沈線 内面盲孔 S字状沈線 孤状沈線 屈之内 1

縄文 深鉢 ミ径フ]器高<29> 網代底 2本越1本潜り横条間隔あり 後期 フク土

縄文土器 深鉢 帽代底 編み方不明 後期

縄文土器 深鉢 t底 2本越1本潜り 素材細 しヽ 後期

縄支土器 深鉢 冊代底 2本越1本潜り素材細い 後期
4フ 縄文土器 鉢 日代底 2本越1本潜り横条F9E隔 あり素材細い 後 期

縄文土器 深鉢 網代底 2本越]本潜り 密期
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第 5表 和田上遺跡Ⅱ B地区H4・ H5・ H6・ H7号住居址・土坑出土遺物観察表
(Om)

種別 維 文 糠 ・ 調 整  備 考 備 考 出土位置

49 縄文土器 深鉢 網代底 2本越2本潜り

器 種 素 材 最大長 最大幅 霞大厚 重盤 所 見 削上位置

磨石 砂岩 正裏 上側にすり面 周囲は使用穎か?

敲石 砂岩 上下端部に敲打痕

石鏃 黒灰色チャー ト 15 3 056 ほぼ完形

打製石斧 硬質砂岩 <49> <58> 7> <5747> 上部欠損 口区2層

管玉 署 玉 7 了し径01

曽玉 署 玉 7し径01

成 jIB 整 ・ 又 檬                 1  推定値()残存値<>丸属0
内 面 外 面 備考 出上位置

主師器 碗 (22> ヘラミガキー階文―黒色処理 コクロナデー底部回転糸切り→高台貼付 回転実測

2 土師器 ,泡 ? <26> ヘラナデ コクロナデ→底部回転糸切り→高台貼付 完全実測 フク土

3 土師器 碗 (30) 28> ヘラミガキー黒色処理 コクロナデー底部回転糸切リー高台貼付 回転 実 測

土師器 郭 (140) 46> コクロナデー黒色処理 回転実測

5 土師器 雰 (180) コクロナデー黒色処理 回転実測 フク土

6 土al器 郵 ヘラミガキー黒れ伽理 轟詈 |?」 断面実測 フク土

1) <34> ヘ ラ 花暗文施文 黒色処理 コクロナデ 回転実測 フク土

種別 器種 文 様 ・ 調 整  備 考 備考 出上位置

8 縄文土器 深鉢 楕円状の隆帯なぞる沈線 区画内に楕円形沈線と斜位沈線 中期後半 フク土

9 縄文土器 深鉢 波状口縁 口縁に沿つて2列の連続円形刺突

縄文土器 深鉢 ヨ縁に沿つた連続刺突の下横位沈線 縄文 腺名寺 フク土

11 縄文土器 深鉢 2条の模位沈線 堀之内2 フク土

,2 弥生土器 ヨ唇部に縄 中期栗林    |カ マト
法 量 成 形  調 整 ・ 文 様 1 推定値()残存値<>丸 底●

種別 謡種 口径(長 ) 底径(幅 ) 器高(厚 ) 内 面 外 面 備 考 出上位置

弥生土器 く67> ヘラミガキ ヘラミガキロ唇部縄文LR頸部ヘラ描横位沈線 中期粟林 くo2
2 弥生土器 フク土

3 弥生土器 <121> ヘラナデーヘラミガキ ヨ唇部縄文LR頸部縄文LR施文後4条の横位平行沈緑 中期栗林

4 弥生土器 壷 ヘラミガキ 中期栗林 フク土

種房J 器種 文 様  調 整 ・ 備 考 備考 出上位置

5 縄文土器 深鉢 口縁部下に亥」み隆帯 獲期前半 フク土

6 縄文土器 深鉢 外画311状 の微隆起帯 脈名寺

7 縄文土器 深鉢 」字(?)状沈線 縄文LR充填 脈名寺 フク土

8 縄文土器 鉢 重下する刻み隆帯 堀之肉 フク土

9 縄支土器 2条の横位隆帝を跨ぐU6付文 貼付女の両端に円形刺突もつ縦位 //t線 堀之内2 フク土

i0 縄支土器 勺面4条の模位平行沈線 堀之内2 フク土

縄文土器 深鉢 黄位細い沈線からρ条の弧状平行沈線 堀之内2 フク土

12 縄文土器 深鉢 庶文 回縁部内側に若干肥厚

13 縄文土器 鉢 ? 個代底 2本越 1本潜り 素材細いもう一つの編物痕あり 贅期 フク上

14 縄支上器 鉢 ? 日代底 編み方不明 後期 フク土

15 縄支土器 後期 フク土

縄文土器 鉢 ? 日代底 (2本 越1本潜り)? 後期 フク■

縄文土器 深鉢
S字と円形貼付文の突起 突起内面盲 日唇部斜めの刻み突起下に円文さらに束J突を図む弧状沈線 そこから縄文LR充填さrtる 3条¢
黄位沈線が2段 突起内に対弧状沈線の区切りがみられる 内面3条の横位沈線

加曽利8] フク土

器  種 索  材 最大長 最大幅 最大厚 蓮量 所 見 出上位置

講石 砂岩 被勲あり?(全体に赤化 )上端部と正面に敲打痕

石鏃 黒曜石 i9 065 No4
石鏃 褐色チヤー ト 21 12 025 No3

種別 器種 文 様 ・ 調 整 ・ 備 竜

1 縄文土器 深鉢 貨状口縁とみられる 国縁下の隆帯上下に中小の円形烈突列 隆帯はlll状 を描くか? 弥名寺 フク土

2 編支土器 深鉢 嘱之内2 フク土

縄文土器 注目土器 堀之内2 フク土

縄文土器 深鉢 コ縁部内弯 4条の横位沈線 内画2条の沈線 加曽利 Bl フク土

5 縄文土器 鉢 霊径(130)器 高く20> 網代底 2本越2本潜り横条間隔あり 後期 フク土

6 縄文土器 鉢 伺代底 2本越2本潜り

7 縄文上器 鉢 三径 (90)器 高<22> 縄代底 2本越 ,本潜 り 構条簡疇あり 後 期 フク土

鶴  種 重 重 所 見 出上位置

輝石寮山岩 5814 正面と上側は自然面か?

和田上遺跡 Ⅱ B地区土坑

No 種別 器種 文 様  調 整  備 考 備脅 出上位置

縄文土器 鉢 瓜状沈線 縄文LR充填 幅之肉 1

2 縄文土器 深鉢 勾弯気味に立上る蕨手状の押圧隆帯 器高<195> 弥名寺

3 縄文土器 深鉢 代葉痕 底径110 後 期

4 編支土器 称名寺

縄文土器 鉢 凪状沈緑 縄文LR充填 堀之肉1

縄文土器 深鉢 折謂粗製土器 隆期 ?

縄文土器 深鉢 箇耗著しい 所謂粗製土器 陸期 ⊃7

縄文土器 深鉢 尤線 軸巻撚糸 臆名寺

土師器 碗 ]転糸切り後高台貼付 黒色処理 底径72器高<36> 9世紀代

縄文土器 に沿つて沈線 堀之内 ]

縄支土器 深鉢 瓜状 斜行沈線区画内縄文LR充填 一部縄文が交差 して施文される 称名寺

縄文土器 深鉢 罵文日L施文 隆期

弥生土器 甍 垂け回状口縁 日唇部縄文LR口縁部櫛摘波状文
弥生土器 甕 題猫波状文の後 櫛歯状工具による刻み 中期栗林

縄支土器 深鉢 折謂粗製土器 後 期

縄文土器 深鉢 1条の横位沈線 内面2条の沈線 加曽利Bl

縄文土器 深鉢 伺面黒色の付着物 網代底 少なくても3種類の編物痕あり所謂粗製土器 底径121器 高<103> 後 期

土師器 拓 ミ部回転糸切り内面黒色処理 回径(154)底 径68器高44 〕世紀代

土師器 14N ミ部回転糸切り内面黒色処理口径(190)底径(56)器高43

-41-



文沈線区画内に斜位の沈線(唐草文系)

縄文LR敲打痕 剥離面 口径34厚 さ12

位沈線 細縄文が充填さrtお玉杓子状の区切り

口縁に沿つて沈線

磨消縄文LR円形 弧状の沈線の区切り

網ヽ代底 2本越]本潜り横条間隔あり素材細い

こ肥厚 口唇部平 平行沈線ぬに縄文LR

口縁部内折 回唇部連続刻み目、平行沈線内に

網かく3つ 掻いたような条痕 網代底?

網代底 2本越1本潜り 横条間隔有

隆帯をなぞる沈線内に縄文LR

第 6表 和田上遺跡Ⅱ B地区土坑出土遺物観察表
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(Cm)

種別 謡種 文 様 '調 整 す 捕 考 出上位置

縄文土器 浅 鉢 口縁部内折 口唇部沈線、横位亥Jみ微隆帯 堀之内2

縄文土器 浅 鉢 口縁部内折気味 横位押圧隆帯 堀之内2

縄支士器 浅 鉢 口縁部内弯 口縁部内側変換部に横位沈線、その下に縄文を充填する2条の横位沈線 旧曽利 B'

縄文土器 浅鉢 コ縁部内変 横位沈線間に縄文充填 旧曽利 B]

縄文土器 浅鉢 i i   

「
登期前半

縄文土器 浅鉢 冊代底 内外面丁寧なナデーミガキ、2本越1本潜り 横条間隔あり 素材 IfRか い 登期

縄文土器 深鉢 ? ¶代底、2本越1本漕り 穣条間隔有 素材細かしヽ 登期

縄文土器 深鉢 網代底、2本越1本潜り 穣条間幅有 素材細かしヽ 別の編物痕あり 登期

縄支土器 浅鉢 従位3条の沈線後、綾杉状の沈線 和期後菜

縄文土器 浅鉢 暮消縄文 Rし、縦位 楕円状の沈線 1期後葉

,和 縄文土器 両耳壷 綱キ 和期後葉

,フ ] 縄文土器 深鉢 ヨ縁部やや内弯気昧 榛位押圧隆帯 1後期初頭～前葉

縄文土器 深鉢 口縁部内弯  回縁部榛位連続刻目をなぞる//t線  その下5条の沈線に縄文しR充填 し宇とお玉拘子状の区切り 涸曽利 Bl

縄文土器 深鉢 網代底 編み方不明 巳之内2

174 深 鉢 斜格子目の //t線 凋曽利 82

纏支土器 深 鉢 無文 盗期

縄文土器 個代底 2本越1本潜り 横条 Pal隔有 素材細しヽ 網代痕の上に薄しヽ粘土を貼つている 登期

縄又二次利用上器片 深鉢 屈之内2

縄文土器 深鉢 粘土紐がうかがえる 登期

縄文土器 深鉢 無 文 登期

縄文土器 深鉢 斜行する2条の沈線 磨消縄文LR 中期後半

器  種 策 材 最大長 最大幅 最大厚 重量 所 見 出上位置

5 剥片 黒曜石 21 13

6 磨石 花商岩 21 12451

7 敲石 花商岩 78

打製石斧 輝石安山岩 く]?9> (15267> 刃部欠損
,0 台石 輝石安山岩 269 22] 268000 正面が使用面

使用 痕のある尉片 掲色チャー ト 97 下端部の剥離痕

敲石 畠閑石安山岩 57 ,4968 上下に敲打痕

磨石 砂岩 <65> く47> <20> <6037> 下部欠損 正面にすり面 〕ユ1

打製石斧 輝石安山岩 <69> 上部 左側欠損 正面に自然面 (磨滅あ り)

打製石斧 輝石安山岩 <フ 8> く59> <15> <8697> 上部欠損 正裏に節理面
打製石斧 輝石安山岩 <81> く68> <08> <7686> 上部と刃部の一部欠損 正面に自然面
石核 掲色チャー ト フ3 10410 背面に自然面を残す石核

石銃 <22> <045> く,07> 先端欠損

石鏃 2] 12 025 047 ]ぼ完形

石鏃 黒曜石

二次カロエのある剥片 黒曜石 27 15 0フ 正面に自然画 左側は二次加工か

石核 褐色チヤート ヨ然面残る

磨石

'

砂岩 67 8118 正面は全体に滑らか

75 石鋭 <12> 14> <025> 先端 左脚欠損 D25コ 層

石 筋 黒曜石 <15> (13> <035> 下部欠損

77 磨石 砂岩 5505 D255提雪

79 台石 輝石安山岩 Dρ 5 No l

石鏃 黒灰色チャー ト 12 039 £形 D26 No2

石核 赤掲色チャー ト 46 1756 D263提重

石核 掲色チャー ト 57 17807 自然面残る 正面と上側は同時割れか D26 No4

石核 49 4387 D2611層

剥片 43 8076 D263層

石核 黒灰色チヤー ト 60 ヨ然面残る 〕265提雪

il片 掲色チャー ト 4543 全体が自然面 上部折IR面 D264層

剥片 硬質砂岩 正面に自然面残る D26 Nol

講石 砂 岩 78 21 12992 縁辺に敲打痕 D265層

磨石 簿灰岩 正面にすり面 ⊃264層

不明 輝石寮山岩 31 ,75]86

石核 ? 黒色緻密安山岩 63

打製石斧 輝石安山岩 <ユ 19> く69> <12> <14073> 上部欠損 刃部付近磨滅 正票に節理面
石鏃 黒灰色チャー ト 13> く10> <03> <092> 輌脚 先端欠損

〕87 石鏃 黒灰色チャート 13 未製品か

石核 24

石核 掲色チャー ト 3965 等面自然面

便用 痕のある剥片 掲色チヤー ト 0 は折面

剥 片 黒曜石 6 上下に漬れたような剥離

黒曜石 3 右側折れ面 正裏に二次加工

使用 痕のある剤片 緑泥片岩 7 右側使用痕か?

剥 片 黒曜石 蓑上の剣離十よ調整か不明

石核? 石灰岩

砥石 砂岩 巨数2正褒ともわすかに擦痕

打製石斧 輝石安山岩 司側～上部欠損 磨滅猿から刃部と思われる

磨石 砂岩 10 全体にすりか?

磨石 輝石安山岩 10 ρ891 正裏に磨面

磨石 砂岩 正裏に磨面

磨石 砂 岩 全体にすりか?

剥片 黒曜石 :体に鳳化

石核 ? 灰色チャー ト 自然画残る

石核? 黒緻密安山岩 15816

第 7表 和田上遺跡 IB地区土坑出土遺物観察表
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第 8表 和田上遺跡Ⅱ B地区溝状遺構出土遺物観察表
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第 9表 和田上遺跡Ⅱ B地区溝状遺構・ピット出土遺物観察表
(Cm)

器種 文 檬   調 整 出上位置

縄文土器 深鉢 波状口縁 棲位沈線 鱗状短沈線 申期後半 M2上層

縄文土器 深 鉢 渦香状の隆帯と沈線 鱗状短沈線文 中期後半 M2上層

短沈線支 (曽利系Ⅲ 中期後半 M2上層

離状短沈線文

縄文土器 深 鉢 微隆帯区画内に縄又LR充填(加曽利EW) M2上層

縄文土器 深鉢 縦位の沈線、縄文LR充填(加曽利EⅡ ) HE期 後半 M2上層

縄文土器 深鉢 把手 側面に21国の透 し孔 上側と正面に縄文 L日 称名寺 M2上層

中期後半 M2上層

ヨ緑部内外面に肥厚する

縄文土器 深 鉢 波状口縁 縄文LR充填、横位沈線 Ⅵ2上層

縄文土器 深鉢 連続円形 名寺 M2上層

縄文土器 深鉢 櫛歯状I 堀之内 M2上層

縄文土器 深鉢 堀之内 ] M2上層

12 縄文上器 深 鉢 M2上層

縄文土器 深鉢 突起回唇きЫこ円形刺突 斜位に垂下 厄之内2 M2上層

縄支土器 深 鉢 口縁に沿 堀之内2 M2上層

縄文土器 深鉢 縄文LR充填 堀之内2 M?上層

付文、幾何学文 縄文LR 堀之内2

深鉢 沈線間に

縄文土器 深鉢 模位刻み隆線、幾何学文、縄文LR充填 嘔之内2 M2上層

縄文土器 深鉢 幾何学文 堀之内2 M2上層

縄文土器 飼 堀之内2 M2上層

上に斜行沈線 沈線内に小連続刺突 堀之内2

深鉢 所謂粗製土器

縄文土器 深鉢 口縁部内折、口唇部平 所謂粗裂土器 M2上層

縄文土器 深 鉢 螢期前半 M2上層

縄又上器 深 鉢 後期前半 M2上層

後期前半

所謂粗製土器

縄文土器 深鉢 口唇部平 所謂粗製土器 M2上層

縄文土器 深鉢 後期前半 M2上層

縄文土器 深鉢 後期前半 IM2上層

部分的にナデ消されている 期 IM2上層

縄文土器 深 鉢 網代底 2本越]本潜り 横条間隔有 期 l l r12上層

縄文土器 深鉢 網代底 2本越,本潜り、横条間隔有 屈之内2 IM2上層

縄文土器 探鉢 網代底 堀之内2 IM2上層

更土器 深鉢 堀之内2 IM2上層

り、模条間隔有 素材網かい 期 IM2■

深 鉢 個代底 2本越1本潜り、横条間隔有 素材細かい 堀之内2 IM2上

縄文土器 深鉢 網代底 2本越1本潜り 横条間隔有 後期 IM2上層

縄文土器 深 鉢 ¬緑蔀丙套 5条の繕l~沈線、朔線簡斜位の刻み その下1集の機位沈繰 加曽不BBl IM3

弥生土器 □唇部縄文 L日 IM3

素  材 最大長 最大幅 最大厚 重量 所 見

使用痕のある剥片 硬質砂岩 下辺に使用痕と思われる剥離 vl]

石核 Ml上層

砥 石

39 ,3 2263 砥面数4正裏に条痕 欠損後も使用

輝石安山岩 <126> 69 <21> く25919> 被熱あり(票面黒化)上部欠損 自然の形状を利用した

打製石斧 輝石寮山岩 く98> く61> <13> 上部欠損 刃部付近に磨減

打製石斧片? �l下層

敲石 輝石安山岩 �]上層

敲石 28273 上下端きⅢこ敲打痕 M]上層

離 石 1安山岩 (その他の安山岩 ) ユ12 上下端部に敲打痕 一部磨滅あり

融 石 輝石安山岩 26864 上下端部に敲打痕

敲 石 Ml

敲石 粗粒砂岩 <140> M]上層

剰 片 ]0068 自然面を残す景J片 M2上層
硬質砂岩 67 27310 刃喜Ыこ磨滅猿 M2上層

輝石安山岩 <115> <53> <15> 13251 下部欠損 正裏とも自然面に近い面が残る

打製石斧 輝石安山岩 く51> <60> く09> <3347> 上下欠損 正票とも磨滅 風化のためか

石 皿 茶臼 下臼受皿部分 (台無 し) M2上層

敲 石 1安山岩 (その他の安山岩 ) M2上層

ピット

文 篠  調 整 備考 出上位霞

後期前半

深鉢 コ縁部内折 2条の横位沈線
3 縄支土器 深鉢 所謂粗製土器 内面模位沈線? P4

5 縄文土器 土製品 匙 内外面ミガキ 後期 ?

6 縄文土器 深鉢 産状□緑 渡頂きЫこお剤をもつ突記 □唇部に円形剌突 突起下対の円形刺突から横位刻み隆線 内面口縁沿しЧこ沈線 堀之内2

コ縁部内祈 横位功み隆線、幾何学文、縄文LR充填 堀之内2

折謂糧製土器 内面横位沈線
9 縄文土器 深鉢 口縁部内折 口唇部8字突起 内面口唇部刻み D5

10 縄文土器 深鉢 小突起内面に円形刺突 内面2条の朔線 屈之内2 Pフ

縄文土器 深 鉢 沈線区画内磨消縄文RL 中期後半

縄文土器 深鉢 □縁部内屈、□唇部刻み 国縁部穫位沈線 その下3条の横位沈線上に縄文LR、 お玉杓子状の区切り 内面条線状の斜位刻み、横位沈線 加曽利B]

内面口唇部刻み、2条の沈線 加営利 B]

浅鉢 横位沈線から斜位沈線

器  種 素 材   1 最大長 最大幅 最大厚 1 重量 出上位置

磨製石斧 緑色凝灰岩  | <70> | <87> | <19> |<8050>1下 部欠侵 表面荒れる(風化のためか) P4

16 石鏃 黒曜石   1  12  1  12  1  02  1 0b
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第 10表 和田上遺跡Ⅱ B地区遺構外出土遺物観察表
(Cm)

文 糠  調 整  備 考 出上位置

深鉢 日縁部隆帯 縦位沈線 中期中葉 3トレンチ

2 縄文土器 深鉢 隆線文 縄文RL 中期後半

3 縄靱土器 深鉢 中期後半

縄文土器 縦位沈線 縄文LR

盤線文 縦位沈線 縄文LR Dトレンテ

深鉢 横位刻み隆帯 縄文RL 中期後半 3トレンチ

7 縄文土器 深鉢 沈線区画内に縄文RL充填 中期後半

8 縄文土器 深鉢 中期後半

9 縄文土器 HI支編文LR」字状沈線 「 T

鉢 ハ面突起きЫこ円形刺突 渦苔状沈線 屈之内 ] TT

深鉢 横位の円形押圧隆帯をなぞる沈線 縄文RL 堀之内 1 Aト レンチ

12 縄文土器 深鉢 円形貼付文から模位沈線 沈線区画内に縄文RL 堀之内 ] 3トレンチ

13 縄文土器 深鉢 堀之内 1

縄文土器

駅状 斜行集合沈線 Aト レンテ

深鉢 凪状 斜行集合沈線 堀 之 三トレンチ

縄文土器 深鉢 駐位 弧状集合沈線 堀之内] =ト レンチ

18 縄又土器 深鉢 堀之内 ]

19 縄支土器 深ar 部円形刺突 対の透 し子し縦位沈線 縄文LR 「 T

宅起部3条の3JI状 短沈線から回縁沿いに沈線 垂下する隆線 内面円形刺突 弧状短沈線 曜之内 Bト レンデ

深鉢 日縁に沿つて沈線 横位沈線 斜行沈線 堀之広

え土器 深鉢 口縁に沿つて沈線 堀之内1 Eトレンチ

縄又土器 深鉢 堀之内 1

24 縄文土器

縄文土 !条の横位沈線跨ぐ8字貼付文 2条対の弧状沈線 Ⅶア8

深鉢 波状口縁 横位 縦位の連続円形刺突文もつ隆帯 屈之内2 Fト レンチ

党土器 深鉢 波状口縁波頂部の突起口唇部に円形刺突内面に「し」沈線外面突起下の円形刺突から波状口縁に沿つて刻み隆線 目之内2

縄又土器 深鉢 斜行刻み隆帯 内面口縁に沿つて2条の沈線 その下沈線区画内に縄文LR P4之内2

縄又土器 深鉢 コ縁部山損折 楼位刻み隆線上に楕円形刺突の貼付文 その下貼付文をさけるような沈線

縄文土 びれ部に横位刻み隆帯を跨ぐ8字貼付文 堀之内2 rT

深鉢 横位刻み隆帝 尼之内2 3トレンチ

文土器 深鉢 ヨ厭部内折 横位亥Jみ隆線 その下棲位沈線 屈之内2

縄又土器 深鉢 ]縁部内折 2条の穣位刻み隆479 屈之内2 Bト レンテ

縄伎土器 深鉢 屈之内2

縄文土器 ヨ唇部平 横位隆帯 所謂粗製土器 嘱之内2 T

深鉢 路何学文 細い縄文LR充填 尼之内2 「
T

文土器 深鉢 髪何学文 堀之内ρ トヽレンチ

縄文土器 深鉢 髭何学文 縄文LR充煩 堀之内2

縄文土器 深鉢 屈之内2

縄文土器 主□土器 lp千側面透し孔 把手頂部円形刺突 縦位沈線 内面2個の盲孔 回唇部刻み 回縁部2条の横位沈線
―
T

深鉢 度状回縁 波頂部に盲孔2個の突超 回唇喜Ыこ短沈線 内面口縁に沿つて3条の沈線 T

深鉢 対弧状の区切りからのびる平行渕線間に縄文LR充填 加曽利 Bl

縄文土器 深鉢

縄文土器 深鉢 洲曽利 B]

縄文土器 卜突起 6条の横位細沈線 内画日原に沿つた沈線 トレンチ

深鉢 皮状口縁 4条の横位沈線 渦巻状の区切り内面9条の回縁に沿つた沈線 31 1ト レンチ

貶土器 深鉢 賞位沈線 内面4条の横位沈線 加曽利 B]

縄文土器 深鉢 代面横位沈線間に刻み 対弧状の区切り 加曽利Bl T

縄文土器 深鉢 洵面 重楕円形沈線

縄文土器 「 T

ヨ縁部内傾 回唇部に刻み 」字状突起下対弧状区切り横位平行沈線間に縄文LR充填 31 トレンデ

深鉢 口縁部内折 くびれ部上に横位洸線 L字区切り縄文LR j日曽利 Bl

文土器 深鉢 口縁部内折 日唇部に亥」み くびれ部上に横位沈線 加曽利Bl

縄文土器 深鉢 加曽利 Bl

縄文土器 深鉢 コ綴部内傾 □唇部に刻み 3条の横位沈線 「 T

縄文土 ヨ縁部内傾 回唇部に刻み 所謂粗製土器

深鉢 波状口縁 弧状 横位の細沈線 細しヽ短沈線 内面弧状の細い短沈線 llR状 横位の綱い沈線 ll曽利 B, TT

文土 深鉢 口唇部平 斜格子目文 内面口縁に沿つた沈線 加曽利B] トレンチ

縄文土器 深鉢 模位押圧隆帯 縄文LR所謂粗製主器 加曽利B

縄文土器 深鉢 コ唇部揮続押圧 所謂粗製土器 ll曽 利B

61 縄文土器 隠文 L日 内面に口候に沿つて沈線 トレンチ

深鉢 コ縁部に短く内傾 所謂粗製土器 ll曽 利B TT

深鉢 口縁部内折 弧状の沈線内に連続円形刺突 沈線区画内に縄文LR充填 称名寺

縄文土器 深鉢 2列の連続円形刺突 称名寺

縄文土器 深鉢 所謂粗製■

所謂粗梨■

後 期

縄文土器 トレンチ

晰謂粗製土器 密期

深鉢 所謂粗製土器 獲期

縄文土器 注口土器 口唇部平 楕円形状 弧状 /2.線 加曽利Bl ]ト レンチ

縄文土器 注回土器 欝,Itu沈 緯状の円形の輝Fか らリボン状沈線区画を RIl上の細沈線で充填 弧状の沈線 力日曽利 Bl

縄文土器 注目土器 1弧状沈線 磨消縄文LR円形刺突 「 T

縄文土 浅餅 1内外面丁寧なナ トレンチ

ミニュチュア 奏鉢 隆期 気トレンチ

貶土器 土製品 有孔土器片円板 長方形 胴部片 敲打痕 長辺28厚さ04 後 期 !ト レンチ

縄文土器 土製品 土器片円板 胴部片 敲打痕 景J離痕 径30厚 さ10 後期 XIア 8ク

縄文土器 深鉢 隆期

縄文土器 1網代底 2本越 ]本潜り 横条間隔あり 素材網い ,ト レンチ

深鉢 網代底 2本越 本潜り横条間隔あり 隆期 !ト レンチ

深鉢 llq代底 2本越1本潜り横条間隔あり 後期 =ト レンチ

縄文土器 深鉢 伺代底 2本越1本潜り 模条間隔あり 後期 1ト レンチ

縄又土器 深鉢 後期

縄文土器 1網代腐 2種類の編物痕が重複する 編み方不明 =ト レンチ

佃代底 2本越 ,本潜り 横条間隔あり 後 別 !トレンチ

深鉢 網代底 2本越
'本

潜り横条FBE隔あり 後期

文土器 深鉢 網代底 2本越2本漕り編み方密 後期 !トレンチ
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第 11表 和田上遺跡Ⅱ B地区遺構外出土遺物観察表
(Cm)

種別 器種 夢 備考 出主位置

縄文土器 深鉢 網代底 2本越1本港り棲条PBR隔あり素材細い 後期 トレンテ

縄文土器 深鉢 網代底 2本越1本潜り?横条間隔あり 後期 =ト レンテ

縄文土器 深鉢 lIB代底 2本越 1本潜り 横条 Pal隔あり 素材網しヽ 陸期 TT

縄文土器 深鉢 t底 2本繊1本潜り構条P9R隔あり素材細い トレンチ

縄文土器 深鉢 登期 「 T

91 縄文土器 深鉢 網代底 2本越1本潜り 標条間隔あり 登期 トレンテ

縄文土器 深鉢 網代底 2本越]本潜り穣条間隔あり素材綱じヽ 変期 トレンチ

縄支上器 深鉢 網代底 2本越1本潜り横条間隔あり素材細い 登期

縄文土器 深鉢 畑代底 2本越1本潜り 編み方密 登期 TT

縄文土器 ltq代底 2本越 1本潜り 横条 Pal隔あり 期 Fト レンチ

縄文土器 深鉢 個代虜 2本誠]本潜り 構条 FaR隔あり 後期 「 T

縄文土器 深鉢 網代底 2本越]本溶り 横条間隔あり 素材綱い 後期

弥生土器 縄文LR施文後ヘラ描平行沈線文 中期栗林

弥生上器 ヘラ描U字状沈線区画内に櫛指条線充填 周りに櫛歯状I具の刺突 中期栗林 Fト レンチ

弥生土器 回縁部受け口状 口唇部縄文LR口縁部ヘラ猫連続山形文 中期栗林 Fト レンチ

101 弥生土器 コ縁部受け口状 口唇部縄文LR口縁部縄又LR施文後ヘラ描連続山形文 ¨期粟林 TT

弥生土器 甍 サロ状 □唇部緯支LR口 縁部縄文LR g林 3ト レンチ

弥生土器 甕 コ縁部野け□】犬□属き[編支LR□ 縁部繹支LR

弥生土器 甕 ヨ縁部受け回状 口唇部 回縁部縄文LR ■期栗林 トレンテ

B/f生土器 甕 勺外面縦のヘラミガキ 中期栗林 トレンチ

弓ホ生土器 ミニュチュア 葛j4Nで あろうか 14N部 と脚部接合のホソがみられる 中期栗林 3ト レンチ

須恵器 有台郭 ミ部ヘラケズリ後高台貼付 ,C代 トレンテ

器  種 !大幅 霊大籐 蓮量 所 見 出上位置

石鏃 灰色チャー ト <20> く047> 輌脚先端欠損

石鏃 黒色緻密安山岩 く16> <025> <047> =ト レンテ

石鏃 黒曜石 13 未製品か? =ト レンデ

石鏃 黒曜石 ]] 086 TT'ト レンテ

石餅 硬質砂岩 く20> く18> く149> 一部欠損 Fト レンテ

使用痕のあるil片 自色チヤー ト <58> く766> 下部欠損 自然面残る TT

剥片 灰色チャー ト 238 自然面残る 「T2ト レンチ

楔? 黒曜石 09 085 上下からの剣菌住痕

116 石鏃 黒色緻密安山岩 (24> <19> <143> 面脚先端欠, TT3ト レンチ

石鏃 (未製品 ) 掲色チャー ト 22 整形途中か Fト レンチ

楔 ? 黒曜石 19 170 上下からの剥離痕 Fト レンチ

則片 57 17 Fト レンチ

使用痕のある剥片 硬質砂岩 1241 TT

剥片 輝石安山岩 Cト レンテ

剥片 硬質砂岩 フ8 07 2779 Eトレンチ

剣片 硬質砂岩 61 7539 TT2ト レン)
勲片 掲色チャー ト 52 20 5406 Cト レンチ

剥片 便質砂岩 49 Eトレンテ

石核? 74 ,3 4969 正面に剥離痕 Fト レンチ

打製石斧 石英閃緑功岩 <フ 2> <61> 下部欠損

打製石斧 輝石安山岩 <80> <57> (19> <9494> Cトレンテ

打製石斧 ? 輝石安山岩 <30> <50> <08> く,フ 63> 右側以外欠損 ,ト レンチ

T斧片? 黒色緻密安山岩 <3]> <58> <07> く,416> 下辺た残 し周囲欠損 3ト レンチ

打製石斧 硬質砂岩 11329 奮滅痕残る :ト レンテ

打製石斧 腟石安山岩 く9722> 一部欠損 刃部に磨滅痕 3トレンチ

打製石斧 輝石蜜山岩 く7513> 下部欠損 刃部付近に磨滅痕 ⊃トレンチ

打製石斧 輝石安山岩 <16> 上部欠損 向側に漬n状の肩納涙 ⊃トレンテ

打製石斧 輝石安山岩 <62> <69> <21> <10669> 上部欠損 左側に浸れ状の痕 Z

議石 輝石安山岩 49376 上端お剛こ敲打痕 TT2ト レンチ

磨石 輝石安山岩 <103> <69> <26> 下部欠損 正裏にすり面 3トレンチ

敲石 I閃石安山岩 31389 上下端部に敲打項 TT2ト レンチ

敲石 硬質砂岩 46432 3ト レンチ

散石 砂 岩 25292 TT2トレンチ

小型磨製石斧? 硬質砂岩 <97> く,6> <04> <443> 下部欠損 正裏とも上部に磨滅あり Fト レンチ

42 石錘 砂岩 <5ρ> く3737> 一部欠損 両側磨滅 aト レンデ

砥 石 砂岩 67 正裏に条痕(砥面数2) TTlトレンチ

磨石 輝石安山岩 <6]> <46> | <26> <8664> 下部欠損 右側すり面 TT2ト レンチ

敲石 砂岩 11368 =ト レンチ

敲石 粗粒砂岩 19481 TT2ト レン

147 砥石 砂岩 砥面数2条痕あり TT2ト レンデ

砥石 砂岩 37> <50> | く12> <3440> 裏面剥落 砥面数1条痕あり TT2ト レンデ

角釘 (24> 下部欠損 Fト レンチ

砥石 <40> <99> | <18> 一部欠損 十字に条痕 Cト レンチ

砥石 砂岩 5097 下部欠損 砥面数4正裏に条痕 トレンチ
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和田上遺跡Ⅱの自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

和田上遺跡 (佐久市瀬戸地内)は、佐久盆地の東部、八風山・荒船山塊の山麓から派生する丘陵端に位置

する。本遺跡が位置する丘陵と志賀川を挟んで対岸の丘陵上には縄文時代中期の集落が確認された寄山遺

跡が位置している。本遺跡の発掘調査では、縄文時代後期、弥生時代中期、古代の竪穴住居址や縄文時代

中～後期、弥生～平安時代の土坑等が確認されている。

本報告では、発掘調査で出土した炭化材の年代や樹種、骨類の種類の検討を目的として、自然科学分析

調査を実施した。

I.放射性戊素年代測定・樹種同定
1.試料
試料は、BttD26と BttD28か ら出土した炭化材 2点 (N01,2)で ある。BttD26炭化材 (胤 1)は、覆± 5

層中から出土しており、約 l cm角程度の破片である。BttD28炭化材は、D28北西より埋没木の可能性が

ある資料として採取されており、約1.5～2.Ocm角程度の破片である。

2.分析方法
(1)放射性炭素年代測定

試料に土壌や根等の目的物と異なる年代を持つものが付着している場合、これらをピンセット、超音波

洗浄などにより物理的に除去する。その後HCIに よる炭酸塩等酸可溶成分の除去、NaOHに よる腐植酸等
アルカリ可溶成分の除去、HClに よるアルカリ処理時に生成 した炭酸塩等酸可溶成分を除去する (酸・ア

ルカリ・酸処理)。

試料をバイコール管に入れ、 lgの 酸化鋼 (Ⅱ )と銀箔 (硫化物を除去するため)を加えて、管内を真空に
して封じきり、500℃ (30分)850℃ (2時間)で加熱する。液体窒素と液体窒素+エ タノールの温度差を

利用し、真空ラインにてC02を 精製する。真空ラインにてバイコール管に精製したC02と 鉄・水素を投入

し封じ切る。鉄のあるバイコール管底部のみを650℃ で10時間以上加熱し、グラファイトを生成する。

化学処理後のグラファイ ト・鉄粉混合試料を内径 l mmの孔にプレスして、タンデム加速器のイオン源に

装着 し、測定する。測定機器は、 3MV小型 タンデム加速器 をベースとした14c_AMS専用装置 (NEC
Pelletron 9SDH-2)を 使用する。AMS測定時に、標準試料である米国国立標準局 (NIST)か ら提供される
シュウ酸 (HOX― Ⅱ)とバックグラウンド試料の測定も行う。また、測定中同時に

13c/乾 cの測定も行うため、

この値を用いてδ BCを算出する。

放射性炭素の半減期はLIBBYの半減期5,568年 を使用する。また、浪1定年代は1,950年 を基点とした年
代 (BP)で あ り、誤差 は標準偏差 (One sigma,68%)に 相 当す る年代 で ある。 なお、暦年較正 は、

RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV6.0.0(Copyright 1986-2010h/1 Stuiver and

P」 Reimer)を 用い、誤差として標準偏差 (One sigma)を用いる。

暦年較正とは、大気中の
14c濃
度が一定で半減期が5,568年 として算出された年代値に対し、過去の宇宙

線強度や地球磁場の変動による大気中の
14c濃
度の変動、及び半減期の違い(HCの 半減期5,730± 40年 )を較

正することである。暦年較正に関しては、本来10年単位で表すのが通例であるが、将来的に暦年較正プロ

グラムや暦年較正曲線の改正があった場合の再計算、再検討に対応するため、 1年単位で表している。
暦年較正結果は、測定誤差 σ、 2σ (σ は統計的に真の値が68%の確率で存在する範囲、 2σ は真の値

が95%の確率で存在する範囲)双方の値を示す。また、表中の相対比は、 σ、 2σ の範囲をそれぞれ 1と

した場合、その範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示したものである。       、
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表 1 放射性炭素年代測定及び暦年較正結果

試料
測定年代

(yrBP)

Ｃ

，

・３

‰

補正年代
(暦年較正用)
(yrBP)

暦年較正結果 旧対,と
Ｃ。

Ｎ

Nol
WDI B区
D265層
炭化材

(オ ニグル ミ)

3,470=L20 2428± 048 3,472ア 24

BC  l,875

BC  l,818

BC  l,780

BC l,843

BC l,798

BC 1 746

BP  3,824 - 3,792

BP  3,767 - 3,747

BP  3,729 - 3,695

0392

0203

0405
IAAA―

121641
BC  l,882 - ca

BC  l,707 - ca

BC l,738

BC l,699

BP  3,831 - 3,687

BP  3,656 - 3,648

0979

0021

No2
WDI B区
D28
炭化材

(モ クレン属 )

13,700± 40 -2202=L061 13,700ア 43

cal BC 14,964 - cal BC 14,805 BP 16,913 16,754
IAAA―

121642
cal BC 15,055 - cal BC 14,727 cal BP 17,004 - 16,676

(2)樹種同定
試料を自然乾燥させた後、木口 (横断面)・ 柾目(放射断面)・ 板目(接線断面)の 3断面の割断面を作製 し、

実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の種類や配列を観察し、その特徴を現生標本および

独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較して種類を同定する。

なお、木材組織の名称や特徴は、島地 。伊東 (1982)や Wheeler他 (1998)を 参考にする。また、日本産樹

木の木材組織については、林 (1991)や 伊束 (1995、 1996、 1997、 1998、 1999)を参考にする。

3.結果
(1)放射性炭素年代測定

出土炭化材の同位体効果による補正を行った測定年代 (補正年代)は、BttD26 5層 炭化材 (No l)が 3,470

±20yrBP、 BttD28炭 化材 (N02)が 13,700± 40yrBPを 示す。また、暦年較正結果 (測定誤差 σ)は、No l
がcalBP 3,824-calBP 3,695(calBC l,875-calBC l,746)、  N02が calBP 16,913-calBP 16,754(calBC
14,964_calBC 14,805)で ある。

(2)樹種同定
上述した炭化材 2点は、いずれも広葉樹であり、lNo lがオニグル ミ、No 2が モクレン属に同定された。

以下に、解剖学的特徴等を記す。
。オニグル ミ」%ζιttS%ク″赤カクカ膨 Maxim.subsp.∫ ′あ励協″′ (Maxim.)Kitamura)ク ル ミ科 クル ミ属

散孔材で、道管径は比較的大径、単独または2-3個 が放射方向に複合 して散在し、年輪界に向かって
径を漸減させる。道管は単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列する。放射組織はほぼ同性、 1-3細 胞幅、
1-40細胞高。
。モクレン属近似種 (ンレ犠Pο励)モ クレン科
試料は小破片で、保存状態が悪く脆い。散孔材で、道管壁は中庸～薄く、横断面では角張った楕円形～

多角形、単独または 2個が放射方向に複合して散在する。道管は単穿孔を有するが、壁孔は破損して観察
できない。放射組織は 1-2細 胞幅であるが、破損しており詳 しい形態は不明である。
道管配列等の特徴から、モクレン属の可能性があるが、道管内壁の壁孔や放射組織が観察できないため、

近似種とした。

4.考察
BttD26 5層炭化材 (No l)か らは、calBP 3,824-calBP 3,695(3,470± 20yrBP)と いう結果が得 られた。
この値は、関東地方を中心とした東日本の年代測定の調査例 1/Jヽ林,2008)イこ基づけば、縄文時代後期に該

当する。また、炭化材はオニグルミに同定された。オニグルミは、河畔等の水分が多く、肥沃な土地に生

育する落葉高木である。今回の結果から、縄文時代後期頃の本遺跡周辺に生育し、その木材が利用された

ことが窺える。

佐久盆地周辺の同時期の事例では、郷土遺跡 1/Jヽ諸市)の縄文時代後期前葉とされる竪穴住居跡から出土
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した炭化材を対象とした調査例があり、 トネリコ属が確認 されている (パ リノ・サーヴェイ株式会社 ,
1993)。

一方、BttD28炭化材 (血 2)は、calBP 16,913-calBP 16,754(13,700± 40yrBP)と いう結果が得られた。

本資料は、発掘調査時の所見では、近接する寄山遺跡等の事例から、浅間火山の第一軽石流に埋没した樹

木の可能性が示唆されていた。浅間火山第一軽石流は、早川 (2010)のいう平原火砕流に相当するものであ

り、その噴出年代は暦年で15,800年前とされている。今回得 られた年代は、これより1,000年 ほど古い値

ではあるが、年代算定基準の違い等も考慮すれば、今回の結果は火砕流によって埋没 したという所見を支

持する。

浅問火山の軽石流期の古植生に関わる調査事例についてみると、上述した寄山遺跡における埋没樹は、

すべて針葉樹のトウヒ属に同定されている(パ リノ・サーヴェイ株式会社,1995)。 また、中長塚遺跡では、

火砕流中の炭化材に針葉樹のマツ属単維管束亜属、モミ属、トウヒ属が確認されている(パ リノ・サーヴェ

イ株式会社,2001)。 トウヒ属やマツ属単維管束亜属等のマツ科針葉樹は、南軽井沢のAs―YP(軽石流期
の降下軽石)イこ覆われた埋没樹の樹種同定でも主体となる結果が得られている侑ヒ城ほか,2004)。 広葉樹は、

南軽井沢でネズミサシ属やスイカズラ属がマツ科針葉樹に混じって確認された例や、中ツ原第 1遺跡の

13,000-14,000yrBPの 年代を示した炭化材にコナラ節が確認された例 (株式会社古環塙研究所,1996)等が

挙げられる。

本遺跡の埋没樹に確認されたモクレン属は、川辺や渓谷等の比較的水分の多い土地に生育する落葉高木

である。おそらく調査地付近に生育した樹木であることが推定される。

Ⅱ.骨同定
1.試料
分析に供された出土骨は、BttH 2、 BttD26 2層 取上No 3、 BttD35 3層から出土した3試料 (No l～

3)である。これらの試料は、いずれもクリーニングされた状態にある。

2.分析方法
試料を肉眼で観察し、その形態的特徴から、種と部位の同定を行う。計測は、デジタルノギスを用いて

測定する。

3.結果
出土骨 3試料は、いずれも破片で白色～灰黒色を呈し、ひび割れが生じる。以下、試料ごとに結果を記す。

(1)NO。  1;H2
ニホンジカ ?角 ?。 ニホンジカの角の先端付近の可能性がある破片である。最大長26.5mm。 断面は楕

円形を呈しており、最大値■ ,5mm× 9.7mm、 最小値8,9mm× 6.8mmを測る。

(2)No。 2,D26 No.3
獣類 (ほ乳類)。 部位不明の破片である。最大長14.9mm。

(3)No.3,D35
大型獣類 (ほ序L類 )。 肋骨の可能性がある破片である。最大長42.2mm。

4.考察
和田上遺跡から出上した骨は、いずれも破片で白色～灰黒色を呈し、ひび割れが生じるなど、焼骨の特

徴が認められた。いずれも骨となった状態で火を受けたと考えられる。

BttH 2(胤 1)は、ニホンジカの角の先端付近の可能性がある。BttD26 N0 3(陥 2)と BttD35(N03)は 、
いずれもほ乳類であり、配 3は大きさから、シカやイノシシなどの大型獣類の可能性がある。いずれも特

徴的な部位がほとんど残存していなかったため、種類の同定には至らなかった。

ニホンジカやイノシシ等の大型獣類は、日本各地の遺跡において焼骨として出土する事例がみられる。
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本遺跡でも周辺に生育した獣類が狩猟の対象とされ、利用されていたと思われる。
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図版 1炭化材・出上骨

1オニグル ミ(NO i BttD26 3層 )
2モ クレン属近似種 (N02;BttD28)
a:木 口,b:柾 日,c:板 目

日日日日日■■■■■■日 200 μ m:1-2a

200 μ m:1-2b,c

3ニホンジカ ?角 ?(N01:BttH2)
4獣類 部位不明破片 (N02;BttD26 N03)
5大型獣類 月力骨 ?(陥 3;BttD35)

３ｂ３ａ
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報 告 書 抄 録

圭 名 高師町遺跡群和田上遺跡Ⅱ・馬瀬口遺跡群馬瀬口遺跡Ⅱ

ふ り が な たかしまちいせきぐんわだうえいせきに ませぐちいせきぐんませぐちいせきに
シ リ ー ズ 名

さ く し
佐久市埋蔵文化財調査報告書

シ リ ー ズ 番 号 第206集

編 著 者 名 林 幸彦 佐々木 宗昭

編 集・ 発 行 機 関 佐久市教育委員会

発 行 年 月 日 2013.3.25

郵 便 番 号 385-0006

電 話 番 号 0267-68-7321

住 所
なが の けん さ く し し が
長野県佐久市志賀5953

遺 跡 名 高師町遺跡群和田上遺跡Ⅱ(WDⅡ ) 馬瀬口遺跡群馬瀬口遺跡Ⅱ(SMMI)

遺 跡 所 在 地 佐久市瀬戸2-2、 30-1他 佐久市瀬戸861他

遺 跡 番 号

経 度 138° 29′ 37″ (世界測地系 ) 138° -29′ -21″ (世界測地系 )

緯 度 36° 15′ 04″ (世界測地系 ) 36° -15′ -06″ (世界測地系 )

調 査 期 間
2011.4.4～ 2011,6.8(現 場 )

2011.4.26～ 2013.3.25(整理 )

20m.4.4～ 2011.4.22(現場 )

2011.4.26～2013.3.25(整理)

調 査 面 積 350.25∬ 43.2∬

調 査 原 因 佐久 リサーチパーク供給線新設工事 佐久 リサーチパーク供給線新設工事

種 丹」 集落址 集落址

主 な 時 代

縄文時代草創期・早期。中期。後期、

弥生時代中期・後期

古墳時代後期、平安時代

古墳時代後期、平安時代

遺 跡 概 要

遺構 竪穴住居址13軒
(縄文後期、弥生中期、平安 )

土坑47基

溝状遺構 4条 ピット36基
遺物 縄文土器・土製品 弥生土器
土師器 須恵器 鉄器 石器

遺構 竪穴住居址 1軒 (平安 )
溝状遺構 4条 ピット2基
遺物 土師器 須恵器

特 記 事 項

縄文時代後期前半の石棺墓が検出された。

佐久市内では、希少な縄文時代後期の多

くの土器・石器等が出土した。

弥生時代中期栗林式期の環濠が検出さ

れた。

平安時代馬瀬口遺跡集落の西への広が

りが確認された。
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